
令和２年（２０２０年）度千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度 

少額応募枠（補助申請額１００万円未満） 

募集要項（案） 新旧対照表 

昨年度 諮問（案） 答申 

 

 

 

 

 

募集期間：令和元年（２０１９年）５月１５日 ～ 令和元年（２ 

０１９年）６月２８日 

 

 

 

 

１ 趣旨  

   ナイトタイムエコノミーの推進による地域経済活性化及び夜

間におけるにぎわいの創出などを目的として、ナイトタイムエコ

ノミー推進に資する事業に対して支援を行うことで、ナイトコン

テンツの拡充を図るとともに、夜の都市空間づくりにつなげてい

く。 

 

２ 募集テーマ 

   千葉市ならではのナイトコンテンツの創出 

 

 

 

 

 

 

 

募集期間：令和２年（２０２０年）７月２２日（水） ～ 令和２年

（２０２０年）８月１９日（水） 

 ※申請手続きに先立ち、プレエントリーが必要です。プレエントリ

ー期間は令和２年（２０２０年）７月２２日（水）～令和２年（２

０２０年）８月５日（水）となります。 

 

１ 趣旨 

   ナイトタイムエコノミーの推進による地域経済活性化及び夜 

  間におけるにぎわいの創出などを目的として、ナイトタイムエコ 

  ノミー推進に資する事業に対して支援を行うことで、ナイトコン 

  テンツの拡充を図るとともに、夜の都市空間づくりにつなげてい 

  く。 

 

２ 募集テーマ 

   「ウィズコロナ」「アフターコロナ」において、感染症拡大防

止と夜間のにぎわい創出の両立を実現する千葉市ならではのナ

イトコンテンツの創出 

令和２年度は千葉市における将来のナイトタイムエコノミー推進に

つながるよう、ナイトタイムエコノミーが提供する魅力を意欲的に

解釈し、夜間以外でもその魅力を発揮できる多様な事業を支援しま

す。 

 

募集期間：令和２年（２０２０年）７月２２日（水） ～ 令和２年

（２０２０年）８月１９日（水） 

※申請手続きに先立ち、プレエントリーが必要です。プレエントリ 

ー期間は令和２年（２０２０年）７月２２日（水）～令和２年（２ 

０２０年）８月５日（水）となります。 

 

１ 趣旨 

   ナイトタイムエコノミーの推進による地域経済活性化及び夜

間におけるにぎわいの創出などを目的として、ナイトタイムエコ

ノミー推進に資する事業に対して支援を行うことで、ナイトコン

テンツの拡充を図るとともに、夜の都市空間づくりにつなげてい

く。 

 

２ 募集テーマ 

   「ウィズコロナ」「アフターコロナ」において、感染症拡大防

止対策を実施し、ナイトタイムエコノミー推進につながる、千葉

市ならではのコンテンツの創出 



 

 

 

３ 支援対象 

   定期的に行われる千葉市の夜の定番になりえるコンテンツ（既 

存事業の拡充を含む） 

 

 

 

 

４ 対象事業者 

（１）会社 

会社法（平成１７年法律第８６号）第２条第１号に規定する会 

社をいう。 

（２）一般社団法人 

一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成１８年法律 

第４８号）に基づいて設立される社団法人をいう。 

（３）一般財団法人 

一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成１８年法律 

第４８号）に基づいて設立される財団法人をいう。 

（４）公益社団法人 

公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律（平成１ 

８年法律第４９号）第２条第１項第１号に規定する公益社団法人 

をいう。 

（５）公益財団法人 

公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律（平成１ 

 

 

 

３ 支援対象 

   定期的に行われる千葉市の夜の定番になりえるコンテンツ（既 

  存事業の拡充を含む） 

 

 

 

 

４ 対象事業者 

（１）会社 

   会社法（平成１７年法律第８６号）第２条第１号に規定する会 

  社をいう。 

（２）一般社団法人 

   一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成１８年法律 

  第４８号）に基づいて設立される社団法人をいう。 

（３）一般財団法人 

   一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成１８年法律 

  第４８号）に基づいて設立される財団法人をいう。 

（４）公益社団法人 

   公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律（平成１ 

  ８年法律第４９号）第２条第１項第１号に規定する公益社団法人 

  をいう。 

（５）公益財団法人 

   公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律（平成１ 

  ※令和２年度は夜間に限定せず、幅広い時間帯の事業を支援しま

す。 

 

３ 支援対象 

   定期的に行われる千葉市における将来のナイトタイムエコノ

ミー推進につながり、定番になりえるコンテンツ（既存事業の拡

充を含む。） 

  ※令和２年度は夜間に限定せず、幅広い時間帯の事業を支援し 

ます。 

 

４ 対象事業者 

（１）会社 

会社法（平成１７年法律第８６号）第２条第１号に規定する会 

社をいう。 

（２）一般社団法人 

一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成１８年法律

第４８号）に基づいて設立される社団法人をいう。 

（３）一般財団法人 

一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成１８年法律

第４８号）に基づいて設立される財団法人をいう。 

（４）公益社団法人 

公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律（平成１

８年法律第４９号）第２条第１項第１号に規定する公益社団法人

をいう。 

（５）公益財団法人 

公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律（平成１



８年法律第４９号）第２条第１項第２号に規定する公益財団法人 

をいう。 

（６）商業団体 

商店街振興組合法（昭和３７年法律第１４１号）第５条第１項 

に規定する商店街振興組合、中小企業等協同組合法（昭和２４年 

法律第１８１号）第３条第１号に規定する事業協同組合及び経済 

事業を行う任意の団体で市長が認める者をいう。 

（７）ＮＰＯ法人 

特定非営利活動促進法（平成１０年法律第７号）に基づいて設 

立される特定非営利活動法人をいう。 

（８）その他法律に基づいて設立される法人 

 

ただし、次の各号のいずれかに該当する者は、支援対象者に該当し

ないものとし、支援期間終了までの間に新たに次の各号のいずれかに

該当した者は、将来にわたり支援対象者の資格を失うものとする。 

（１）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法 

律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団（以下「暴力団」とい 

う。）又は同条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」とい 

う。）がその事業活動を支配する者 

（２）代表者又は役員が暴力団員である者 

（３）暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し又は便宜を供与す 

るなど積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与していると認 

められる者 

（４）風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３ 

年法律第１２２号）第２条第５項に規定する性風俗関連特殊営業を 

営む者 

  ８年法律第４９号）第２条第１項第２号に規定する公益財団法人 

  をいう。 

（６）商業団体 

   商店街振興組合法（昭和３７年法律第１４１号）第５条第１項 

  に規定する商店街振興組合、中小企業等協同組合法（昭和２４年 

  法律第１８１号）第３条第１号に規定する事業協同組合及び経済 

  事業を行う任意の団体で市長が認める者をいう。 

（７）ＮＰＯ法人 

   特定非営利活動促進法（平成１０年法律第７号）に基づいて設 

  立される特定非営利活動法人をいう。 

（８）その他法律に基づいて設立される法人 

 

 ただし、次の各号のいずれかに該当する者は、支援対象者に該当し 

ないものとし、支援期間終了までの間に新たに次の各号のいずれかに 

該当した者は、将来にわたり支援対象者の資格を失うものとする。 

（１）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法

律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団（以下「暴力団」とい

う。）又は同条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」とい

う。）がその事業活動を支配する者 

（２）代表者又は役員が暴力団員である者 

（３）暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し又は便宜を供与す

るなど積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与していると認

められる者 

（４）風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３

年法律第１２２号）第２条第５項に規定する性風俗関連特殊営業を

営む者 

８年法律第４９号）第２条第１項第２号に規定する公益財団法人

をいう。 

（６）商業団体 

商店街振興組合法（昭和３７年法律第１４１号）第５条第１項 

に規定する商店街振興組合、中小企業等協同組合法（昭和２４年 

法律第１８１号）第３条第１号に規定する事業協同組合及び経済 

事業を行う任意の団体で市長が認める者をいう。 

（７）ＮＰＯ法人 

特定非営利活動促進法（平成１０年法律第７号）に基づいて設 

立される特定非営利活動法人をいう。 

（８）その他法律に基づいて設立される法人 

 

ただし、次の各号のいずれかに該当する者は、支援対象者に該当し

ないものとし、支援期間終了までの間に新たに次の各号のいずれかに

該当した者は、将来にわたり支援対象者の資格を失うものとする。 

（１）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法 

律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団（以下「暴力団」とい 

う。）又は同条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」とい 

う。）がその事業活動を支配する者 

（２）代表者又は役員が暴力団員である者 

（３）暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し又は便宜を供与す 

るなど積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与していると認 

められる者 

（４）風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３ 

年法律第１２２号）第２条第５項に規定する性風俗関連特殊営業を 

営む者 



（５）宗教活動または政治活動を目的とする者 

（６）公序良俗に反する等、市長が不適当と認める者 

 

５ 対象事業 

千葉市におけるナイトタイムエコノミー推進に資する事業で、 

次の各号に掲げる要件をすべて満たす事業。 

 

 

 

 

（１）当該事業について（※）、千葉市から補助金、負担金等の財政 

的支援を受けていないこと。 

（※）応募事業者が別の事業等で千葉市から財政的支援を受けて 

いても、本条件には抵触しない。 

（２）既存事業の拡充にあっては、当該事業に千葉市が共催していな 

いこと。 

（３）市内外からの誘客が見込める事業であること。 

 

 

 

（４）千葉市内で行われること。 

（５）主たる時間帯が、日没から日の出までであること（日没前から 

の継続コンテンツも含む）。 

 

（６）原則として、平成３１年度以降に実施される新規の事業である 

こと。既存事業の拡充にあっては、夜間の更なる集客が見込まれ 

（５）宗教活動または政治活動を目的とする者 

（６）公序良俗に反する等、市長が不適当と認める者 

 

５ 対象事業 

千葉市におけるナイトタイムエコノミー推進に資する事業で、 

  次の（１）～（11）までの各号に掲げる要件をすべて満たす事業。 

   新型コロナウイルス感染症の影響を受けずに実施できる事業 

  が望ましい。 

  ※前年度の支援事業についても応募可能。ただし、前年度の結果 

   を踏まえた改善・拡充をすること。 

（１）当該事業について（※）、千葉市から補助金、負担金等の財政 

  的支援を受けていないこと。 

（※）応募事業者が別の事業等で千葉市から財政的支援を受けて 

    いても、本条件には抵触しない。 

（２）既存事業の拡充にあっては、当該事業に千葉市が共催していな 

  いこと。 

（３）市内外からの誘客が見込める事業であること。ただし、料金徴 

  収または明らかな経済効果が期待できる場合に限り、千葉市の会

場からのＶＲ・動画配信等リモートでのオンライン開催による事

業も可とする。 

（４）千葉市内で行われること。 

（５）主たる時間帯が、日没から日の出までであること（日没前から 

  の継続コンテンツも含むが、夜間にメインコンテンツを実施する 

  こと）。 

（６）原則として、令和２年度以降に実施される新規の事業であるこ 

  と。既存事業の拡充にあっては、夜間の更なる集客が見込まれる 

（５）宗教活動または政治活動を目的とする者 

（６）公序良俗に反する等、市長が不適当と認める者 

 

５ 対象事業 

千葉市におけるナイトタイムエコノミー推進に資する事業で、 

次の（１）～（11）までの各号に掲げる要件をすべて満たす事業。 

新型コロナウイルス感染症の影響を受けずに実施できる事業 

が望ましい。 

※前年度の支援事業についても応募可能。ただし、前年度の結果 

を踏まえた改善・拡充をすること。 

（１）当該事業について（※）、千葉市から補助金、負担金等の財政

的支援を受けていないこと。 

（※）応募事業者が別の事業等で千葉市から財政的支援を受け 

ていても、本条件には抵触しない。 

（２）既存事業の拡充にあっては、当該事業に千葉市が共催していな 

いこと。 

（３）市内外からの誘客が見込める事業であること。ただし、千葉市

におけるナイトタイムエコノミー推進につながる事業と認めら

れる場合は、千葉市の会場からのＶＲ・動画配信等リモートでの

オンライン開催による事業も可とする。 

（４）千葉市内で行われること。 

（５）主たる時間帯が、日没から日の出までであること。 

ただし、千葉市における将来のナイトタイムエコノミー推進に 

つながる事業と認められる場合は、この限りではない。 

（６）原則として、令和２年度以降に実施される新規の事業であるこ 

と。既存事業の拡充にあっては、夜間の更なる集客が見込まれる 



ること。 

（７）次年度以降は参加者から徴収する料金あるいは協賛等にて事業 

を継続して行うことができると見込まれること。 

 

（８）夜間照明、プロジェクションマッピング、ステージ、屋台・オ 

ープンバーの設置等によって、通常の景観と異なる空間を演出す 

ること。または、特徴的な建造物・空間の夜間利用を行うこと。 

（例）屋外でのイベントの他、図書館・美術館などの文化施設を用い 

て、夜間ならではの文化イベント（夜の読書会や演劇等）を開催 

することも対象に含まれます。 

 

 

 

 

 

 

（９）令和２年（２０２０年）３月３１日までに完了する事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  こと。 

（７）次年度以降は参加者から徴収する料金あるいは協賛等にて事業 

  を継続して自走させることができると見込まれること。 

 

（８）夜ならではの演出を行うこと。なお、夜間照明、プロジェクシ 

  ョンマッピング、ステージの設置等によって、通常の景観と異な 

  る空間を演出すること、または、特徴的な建造物・空間の夜間利 

  用を行うことが望ましい。 

（例）屋外でのイベントの他、図書館・美術館などの文化施設を用い 

  て、夜間ならではの文化イベント（夜の読書会や演劇等）を開催 

  することも対象に含まれます。 

 

 

 

 

 

（９）開催場所等について、事前に開催可能か確認をすること。 

（10）新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策をすること。事業実 

  施にあたって、国の指針及び関連業界の新型コロナウイルス感染 

  症拡大防止ガイドラインを遵守すること。 

（例）①３つの密（密閉空間・密集場所・密接場面）を回避する対策

をする。 

   ②アルコール消毒液を設置し、来場者に手指消毒を促す。 

   ③来場者がよく触れる物を除菌シートで消毒する。 

   ④アルコールの提供を控える。 

   ⑤歌唱する場合は、ビニールカーテンやアクリル板を使用す 

こと。 

（７）次年度以降は参加者から徴収する料金あるいは協賛、オンライ 

ン課金やクラウドファンディング等にて事業を継続して自走さ 

せることができると見込まれること。 

（８）夜ならではの演出を行うこと。なお、夜間照明、プロジェクシ 

ョンマッピング、ステージの設置等によって、通常の景観と異な 

る空間を演出すること、または、特徴的な建造物・空間の夜間利 

用を行うことが望ましい。 

ただし、オンライン開催が認められた事業はこの限りではない。 

（例）・屋外でのイベント 

・図書館、美術館などの文化施設を用いた、夜間ならではの文 

化イベント（夜の読書会や演劇等） 

・千葉市の会場からのＶＲ・動画配信等リモートでのオンライ 

ンイベント（オンラインライブ等） 

・夜間の各種自然体験ツアー（星空ツアー等） 

・早朝のアクティビティ（宿泊を誘発できるもの） など 

（９）開催場所等について、事前に開催可能か確認をすること。 

（10）新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策をすること。事業実 

施にあたって、国の指針及び関連業界の新型コロナウイルス感染 

症拡大防止ガイドラインを遵守すること。 

（例）①３つの密（密閉空間・密集場所・密接場面）を回避する対策 

をする。 

②アルコール消毒液を設置し、来場者に手指消毒を促す。 

③来場者がよく触れる物を除菌シートで消毒する。 

④飛沫感染の恐れがある場合は、ビニールカーテンやアクリル 

板を使用する。 など 



 

 

 

 

 

 

 

６ 支援内容 

（１）関係者調整 

    公共の場の開放や警察との協議等、支援事業実施に向けた関 

係者との調整支援を行います。 

（２）補助金交付 

   支援事業の実施に要する費用の補助を行います。 

  ア 補助対象経費 

  （ア）ソフト事業 

ａ 音楽・文芸・美術費 

ｂ 舞台費 

ｃ 印刷費 

ｄ 謝金・人件費 

ｅ 宣伝費 

ｆ 記録費 

ｇ 通信費 

ｈ 旅費 

 

  （イ）ハード事業 

ａ 工事請負費 

    る。 など 

 

（11）令和３年（２０２１年）２月２８日までに完了する事業。 

   ※新型コロナウイルス感染症の情勢により、千葉市ナイトタイ

ムエコノミー推進審議会から、事業の自粛や延期、中止などを

要請することがあります。 

 

６ 支援内容 

（１）関係者調整 

    公共の場の開放や警察との協議等、支援事業実施に向けた関 

   係者との調整支援を行います。 

（２）補助金交付 

   支援事業の実施に要する費用の補助を行います。 

  ア 補助対象経費 

  （ア）ソフト事業 

ａ 音楽・文芸・美術費 

ｂ 舞台費 

ｃ 印刷費 

ｄ 謝金・人件費 

ｅ 宣伝費 

ｆ 記録費 

ｇ 通信費 

ｈ 旅費 

ｉ 交通手段の確保に関わる経費 

  （イ）ハード事業 

ａ 工事請負費 

 

 

（11）令和３年（２０２１年）２月２８日までに完了する事業。 

   ※新型コロナウイルス感染症の情勢により、千葉市ナイトタイ

ムエコノミー推進審議会から、事業の自粛や延期、中止などを

要請することがあります。 

 

６ 支援内容 

（１）関係者調整 

    公共の場の開放や警察との協議等、支援事業実施に向けた関 

係者との調整支援を行います。 

（２）補助金交付 

   支援事業の実施に要する費用の補助を行います。 

  ア 補助対象経費 

  （ア）ソフト事業 

ａ 音楽・文芸・美術費 

ｂ 舞台費 

ｃ 印刷費 

ｄ 謝金・人件費 

ｅ 宣伝費 

ｆ 記録費 

ｇ 通信費 

ｈ 旅費 

ｉ 交通手段の確保に関わる経費 

  （イ）ハード事業 

ａ 工事請負費 



ｂ 会場費・演出機材費 

 

  イ 補助金の額 

    補助対象経費の２分の１以内の額で、１，０００万円を限度 

とします。 

（千円未満は切り捨て） 

ただし、内訳として、ソフト事業経費、ハード事業経費とも 

に５００万円を限度とします。 

なお、下限額として、ソフト事業経費＋ハード事業経費にお 

いて１００万円（事業費ベース２００万円）を目安（※）とし 

ます。 

（※）あくまで目安額であり、事業費でこれを下回った場合に、 

応募の対象外となるものではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）プロモーション支援 

    支援事業の認定、後援を行い、市の広報媒体等でのプロモー

ションを行います。 

 

 

 

ｂ 会場費・演出機材費 

 

イ 補助金の額 

  （ア）補助申請額 

      令和２年度新規応募事業、前年度支援事業ともに補助対

象経費の２分の１以内の額で、１００万円未満とします。

（千円未満は切り捨て） 

（イ）補助金交付決定額 

補助金交付決定額は、予算の範囲内での決定であり、ま 

     た千葉市ナイトタイムエコノミー推進審議会の諮問・答申 

     を受けて決定するため、希望額どおりにならない場合があ 

     ります。 

      補助金交付決定にあたって、千葉市ナイトタイムエコノ 

     ミー推進審議会から交付条件が付される場合があります。 

     ※交付条件が付された場合、交付条件に合わせて修正した 

     事業計画を報告していただき、千葉市ナイトタイムエコノ 

     ミー推進審議会の承認を得る必要があります。 

  （ウ）補助金確定額 

補助金の最終確定額は、実績報告書により算出されます 

     ので、補助金交付決定額どおりとは限りません。 

（３）プロモーション支援 

    支援事業の認定、後援を行い、市の広報媒体等でのプロモー 

   ションを行います。 

 

 

 

ｂ 会場費・演出機材費 

 

イ 補助金の額 

  （ア）補助申請額 

      令和２年度新規応募事業、前年度支援事業ともに補助対

象経費の２分の１以内の額で、１００万円未満とします。

（千円未満は切り捨て） 

（イ）補助金交付決定額 

補助金交付決定額は、予算の範囲内での決定であり、ま 

た千葉市ナイトタイムエコノミー推進審議会の諮問・答申 

を受けて決定するため、希望額どおりにならない場合があ 

ります。 

補助金交付決定にあたって、千葉市ナイトタイムエコノ 

ミー推進審議会から交付条件が付される場合があります。 

※交付条件が付された場合、交付条件に合わせて修正した 

事業計画を報告していただき、千葉市ナイトタイムエコノ 

ミー推進審議会の承認を得る必要があります。 

  （ウ）補助金確定額 

補助金の最終確定額は、実績報告書により算出されます 

ので、補助金交付決定額どおりとは限りません。 

（３）プロモーション支援 

    支援事業の認定、後援を行い、市の広報媒体等でのプロモー 

ションを行います。 

 

 

 



７ 申請の流れ 

 

 

 

 

７ 申請の流れ 

 

７ 申請の流れ 

 

申請者 千葉市

※補助金の事前交付を希望する場合【要綱第15条】

　条　　件：1回のみ、交付決定額の1/2以内

　提出書類：補助金事前交付請求書（様式第10号）、決定通知書の写し、資金計画書

※補助金の交付決定にあたって、交付条件が付された場合

　提出書類：補助金交付条件についての報告

※支援決定後、事業の変更・中止・廃止を行う場合【要綱第11条】

　提出書類：事業変更（中止・廃止）承認申請書（様式第４号）

申請書（様式第1号）
＜添付書類＞

・事業計画書（様式第１号の２）

・事業の内容がわかる企画書等の書

（事業実施がイメージできる写真やパース

を添付）
・要件申立書（様式第１号の３）

・定款又はこれに準ずる書類及び役員名簿

・登記事項証明書（３か月以内のもの）

・納税証明書

・直近１期分の決算書類

決定通知書（様式第2号）

実績報告書（様式第7号）
＜添付書類＞

・事業報告書（様式第7号の２）

・事業経過及び成果がわかる書類

・収支に係る証拠書類（領収書、契約書、

請求書等）の写し
・領収書と対応した内訳書

・その他市長が必要と認める書類

（１）支援申請

（４）事業実施

（２）審査

（３）支援の決定
（交付金額の決定）

（５）実績報告 （６）報告内容確認

事業終了後30日以内

（７）補助金額確定
（精算額の決定）

補助金額確定通知書（様式第8号）

（８）交付請求

補助金交付請求書（様式第9号）

（９）補助金の支払

千葉市ナイトタイムエコノミー

推進審議会に諮問答申

書類審査

令和２年９月〇〇日（〇）

千葉市ナイトタイムエコノミー

推進審議会に諮問答申

申請者 千葉市

※補助金の事前交付を希望する場合【要綱第15条】

　条　　件：1回のみ、交付決定額の1/2以内

　提出書類：補助金事前交付請求書（様式第10号）、決定通知書の写し、資金計画書

※補助金の交付決定にあたって、交付条件が付された場合

　提出書類：補助金交付条件についての報告

※支援決定後、事業の変更・中止・廃止を行う場合【要綱第11条】

　提出書類：事業変更（中止・廃止）承認申請書（様式第４号）

申請書（様式第1号）
＜添付書類＞

・事業計画書（様式第１号の２）

・事業の内容がわかる企画書等の書

（事業実施がイメージできる写真やパース

を添付）
・要件申立書（様式第１号の３）

・定款又はこれに準ずる書類及び役員名簿

・登記事項証明書（３か月以内のもの）

・納税証明書

・直近１期分の決算書類

決定通知書（様式第2号）

実績報告書（様式第7号）
＜添付書類＞

・事業報告書（様式第7号の２）

・事業経過及び成果がわかる書類

・収支に係る証拠書類（領収書、契約書、

請求書等）の写し
・領収書と対応した内訳書

・その他市長が必要と認める書類

（１）支援申請

（４）事業実施

（２）審査

（３）支援の決定
（交付金額の決定）

（５）実績報告 （６）報告内容確認

事業終了後30日以内

（７）補助金額確定
（精算額の決定）

補助金額確定通知書（様式第8号）

（８）交付請求

補助金交付請求書（様式第9号）

（９）補助金の支払

千葉市ナイトタイムエコノミー

推進審議会に諮問答申

書類審査

令和２年９月〇〇日（〇）

千葉市ナイトタイムエコノミー

推進審議会に諮問答申

申請者 千葉市

※補助金の事前交付を希望する場合【要綱第15条】

　条　　件：1回のみ、交付決定額の1/2以内

　提出書類：補助金事前交付請求書（様式第10号）、決定通知書の写し、資金計画書

※支援決定後、事業の変更・中止・廃止を行う場合【要綱第11条】

　提出書類：事業変更（中止・廃止）承認申請書（様式第４号）

申請書（様式第1号）
＜添付書類＞

・事業計画書（様式第１号の２）

・事業の内容がわかる企画書等の書類

・要件申立書（様式第１号の３）

・定款又はこれに準ずる書類及び役員名簿
・登記事項証明書（３か月以内のもの）

・納税証明書

・直近１期分の決算書類

決定通知書（様式第2号）

実績報告書（様式第7号）
＜添付書類＞

・事業報告書（様式第7号の２）

・事業経過及び成果がわかる書類

・補助対象経費となる領収書

・その他市長が必要と認める書類

（１）支援申請

（４）事業実施

（２）審査

（３）支援の決定
（交付金額の決定）

（５）実績報告 （６）報告内容確認

事業終了後30日以内

（７）補助金額確定
（精算額の決定）

補助金額確定通知書（様式第8号）

（８）交付請求

補助金交付請求書（様式第9号）

（９）補助金の支払

ナイトタイムエコノミー

推進審議会に諮問答申

プレゼンテーション審査

令和元年７月１９日（金）

ナイトタイムエコノミー

推進審議会に諮問答申



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 申請手続き 

 

 

 

（１）提出書類 

  ア 申請書（様式第１号） 

  イ 事業計画書（様式第 1号の２） 

  ウ 事業の内容がわかる企画書等の書類 

 

 

８ プレエントリー 

（１）提出書類 

   令和２年（２０２０年）度千葉市ナイトタイムエコノミー推 

   進支援制度事前申請書 

（２）提出先 

   千葉市中央区千葉港 1番 1号 

   千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 宛 

   TEL：043-245-5359 

   FAX：043-245-5558 

（３）受付期間 

   令和２年（２０２０年）７月２２日（水）から令和２年（２ 

   ０２０年）８月５日（水）までに提出書類原本の提出をお願 

   いします。 

（持参の場合、土、日及び休日を除く午前 9時から午後 5時ま 

で）なお、郵送の場合は締切日に必着のこと。 

 

９ 申請手続き 

   ※申請手続きに先立ち、プレエントリーが必要です。プレエン

トリー期間は令和２年（２０２０年）７月２２日（水）～令和２

年（２０２０年）８月５日（水）となります。 

（１）提出書類 

  ア 申請書（様式第１号） 

  イ 事業計画書（様式第 1号の２） 

  ウ 事業の内容がわかる企画書等の書類 

    ※提出段階で確定していない事項は、「（予定）」と付記し

てください。 

８ プレエントリー 

（１）提出書類 

   令和２年（２０２０年）度千葉市ナイトタイムエコノミー推 

   進支援制度事前申請書 

（２）提出先 

   千葉市中央区千葉港 1番 1号 

   千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 宛 

   TEL：043-245-5359 

   FAX：043-245-5558 

（３）受付期間 

   令和２年（２０２０年）７月２２日（水）から令和２年（２ 

   ０２０年）８月５日（水）までに提出書類原本の提出をお願 

   いします。 

（持参の場合、土、日及び休日を除く午前 9時から午後 5時ま 

で）なお、郵送の場合は締切日に必着のこと。 

 

９ 申請手続き 

   ※申請手続きに先立ち、プレエントリーが必要です。プレエン

トリー期間は令和２年（２０２０年）７月２２日（水）～令和２

年（２０２０年）８月５日（水）となります。 

（１）提出書類 

  ア 申請書（様式第１号） 

  イ 事業計画書（様式第 1号の２） 

  ウ 事業の内容がわかる企画書等の書類 

    ※提出段階で確定していない事項は、「（予定）」と付記し

てください。 



 

 

  エ 要件確認申立書（様式第 1号の３） 

  オ 定款又はこれに準ずる書類及び役員名簿 

  カ 登記事項証明書（3か月以内のもの） 

  キ 納税証明書 

  ク 直近 1期分の決算書類 

（２）提出先 

    千葉市中央区千葉港 1番 1号 

    千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 宛 

    TEL：043-245-5359 

    FAX：043-245-5558 

（３）受付期間 

    令和元年（２０１９年）５月１５日から令和元年（２０１９ 

年）６月２８日まで 

（持参の場合、土、日及び休日を除く午前 9時から午後 5時ま 

で）なお、郵送の場合は締切日に必着のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※事業実施がイメージできる写真やパースを添付してくだ

さい。 

  エ 要件確認申立書（様式第 1号の３） 

  オ 定款又はこれに準ずる書類及び役員名簿 

  カ 登記事項証明書（3か月以内のもの） 

  キ 納税証明書 

  ク 直近 1期分の決算書類 

（２）提出先 

    千葉市中央区千葉港 1番 1号 

    千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 宛 

    TEL：043-245-5359 

    FAX：043-245-5558 

（３）受付期間 

    令和２年（２０２０年）７月２２日（水）から令和２年（２

０２０年）８月１９日（水）までに提出書類原本の提出をお願

いします。 

（持参の場合、土、日及び休日を除く午前 9時から午後 5時ま 

で）なお、郵送の場合は締切日に必着のこと。 

 

 

10 説明会 

（１）開催日時 令和２年 7月〇〇日（水）〇〇時〇〇分より１時間 

   程度 

（２）開催場所 オンライン会議（ZOOM） 

   ミーティング ID、パスワードは当日ホームページにてご案内 

   します。 

    ※事業実施がイメージできる写真やパースを添付してくだ

さい。 

  エ 要件確認申立書（様式第 1号の３） 

  オ 定款又はこれに準ずる書類及び役員名簿 

  カ 登記事項証明書（3か月以内のもの） 

  キ 納税証明書 

  ク 直近 1期分の決算書類 

（２）提出先 

    千葉市中央区千葉港 1番 1号 

    千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 宛 

    TEL：043-245-5359 

    FAX：043-245-5558 

（３）受付期間 

    令和２年（２０２０年）７月２２日（水）から令和２年（２

０２０年）８月１９日（水）までに提出書類原本の提出をお願

いします。 

（持参の場合、土、日及び休日を除く午前 9時から午後 5時ま 

で）なお、郵送の場合は締切日に必着のこと。 

 

 

10 説明会 

（１）開催日時 令和２年 7月〇〇日（水）〇〇時〇〇分より１時間 

   程度 

（２）開催場所 オンライン会議（ZOOM） 

   ミーティング ID、パスワードは当日ホームページにてご案内 

   します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 審査 

（１）審査方法 

    受付期間中に応募のあった事業について、千葉市ナイトタイ

ムエコノミー推進審議会にて審査を行います。（なお、応募が

多数の場合は、事前に 4事業程度まで絞り込みを実施します。）

評価は点数制とし、最も合計点数の高いものから支援を決定

し、予算上限に達し次第終了とします。予算上限に達したとき

の応募事業について、補助金交付金額は予算残額を上限額とし

ます。 

（２）プレゼンテーションについて 

  ア 日時 

     令和元年（２０１９年）７月１９日（金） 

     応募者ごとに時間を指定します。 

  イ 場所 

     千葉市役所議会棟第５委員会室 

  ウ 審査方法 

（３）開催内容 

  ア ナイトタイムエコノミーの趣旨説明及び前年度の審議会総 

    括 

  イ 前年度支援事業の動画上映 

  ウ 令和２年度千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度募 

    集要項について 

  エ 令和２年度千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度審 

    査要領について 

  オ 質疑応答 

 

11 審査 

（１）審査方法 

    受付期間中に応募のあった事業について、千葉市ナイトタイ

ムエコノミー推進審議会において基本的に書類審査のみを行

います。（なお、事前の絞り込みも実施しません。）評価は点

数制とし、最も合計点数の高いものから支援を決定し、予算上

限に達し次第終了とします。予算上限に達したときの応募事業

について、補助金交付金額は予算残額を上限額とします。 

   ※必要に応じて、事務局がヒアリングを行うことがあります。 

（２）書類審査について 

  ア 日時 

     令和２年（2020年）９月〇〇日（〇） 

 

  イ 場所 

     〇〇〇〇〇 

  ウ 審査方法 

（３）開催内容 

  ア ナイトタイムエコノミーの趣旨説明及び前年度の審議会総 

    括 

  イ 前年度支援事業の動画上映 

  ウ 令和２年度千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度募 

    集要項について 

  エ 令和２年度千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度審 

    査要領について 

  オ 質疑応答 

 

11 審査 

（１）審査方法 

    受付期間中に応募のあった事業について、千葉市ナイトタイ

ムエコノミー推進審議会において基本的に書類審査のみを行

います。（なお、事前の絞り込みも実施しません。）評価は点

数制とし、最も合計点数の高いものから支援を決定し、予算上

限に達し次第終了とします。予算上限に達したときの応募事業

について、補助金交付金額は予算残額を上限額とします。 

   ※必要に応じて、事務局がヒアリングを行うことがあります。 

（２）書類審査について 

  ア 日時 

     令和２年（2020年）９月〇〇日（〇） 

 

  イ 場所 

     〇〇〇〇〇 

  ウ 審査方法 



     1社あたり 10分程度のプレゼンテーションと 15分程度の 

質疑応答により実施。 

プレゼンテーションに参加できる人数は 2名までとし、提 

出書類のみを使用すること。 

※パソコンとプロジェクターは市側で準備します。 

  エ 審査員 

     千葉市ナイトタイムエコノミー推進審議会 

  オ 審査基準 

 
評価項目 

評価の着眼点 

（主として評価する内容） 
配点 

１ 実現性 

・安全・安心 

・運営体制 

・スケジュール 

・類似事業実績 

・地域の事業者の巻き込み 

３０ 

２ 継続性 
・運営費の拠出方法 

・開催日数・次年度の取組み 
１５ 

３ 
プロモー

ション 

・ターゲット・コンセプト 

・プロモーション方法、内容 
１０ 

４ 企画力 

・地域性（千葉市ならではか） 

・場や空間の魅力を活かせている

か 

１０ 

５ 

消費につ

ながる仕

組み 

・消費につながる仕組み 

・地域への波及効果 
１０ 

     令和２年度新規応募事業と前年度支援事業を合わせて書

類審査します。 

 

 

 

  エ 審査員 

     千葉市ナイトタイムエコノミー推進審議会 

  オ 審査基準 

 
評価項目 

評価の着眼点 

（主として評価する内容） 
配点 

１ 実現性 

・安全・安心 

・運営体制 

・スケジュール 

・類似事業実績 

・地域の事業者の巻き込み 

３０ 

２ 継続性 
・運営費の拠出方法 

・開催日数、次年度の取組み 
１５ 

３ 
プロモーショ

ン 

・ターゲット・コンセプト 

・プロモーション方法、内容 
１０ 

４ 企画力 

・地域性（千葉市ならではか） 

・場や空間の魅力を活かせて

いるか 

１０ 

５ 
消費につなが

る仕組み 

・消費につながる仕組み 

・地域への波及効果 
１０ 

６ 
魅力的な景観

の形成 

・景観整備内容 

・公共性 
１０ 

７ 提案全体 
・プレゼンテーションでの対

応など 
１５ 

     令和２年度新規応募事業と前年度支援事業を合わせて書

類審査します。 

 

 

 

  エ 審査員 

     千葉市ナイトタイムエコノミー推進審議会 

  オ 審査基準 

 
評価項目 

評価の着眼点 

（主として評価する内容） 
配点 

１ 実現性 

・安全・安心 

・新型コロナウイルス感染症

拡大防止対策 

・運営体制 

・スケジュール 

・類似事業実績 

・地域の事業者の巻き込み 

・オンライン配信の環境整備

内容 

３０ 

２ 継続性 

・運営費の拠出方法 

・開催日数、次年度の取組み 

・夜間開催を含む将来の継続

につながる内容か 

１５ 

３ 
プロモーショ

ン 

・ターゲット・コンセプト 

・プロモーション方法、内容 
１０ 

４ 企画力 

・地域性（千葉市ならではか） 

・場や空間の魅力を活かせて

いるか 

・オンラインの活用等新たな

１０ 



６ 

魅力的な

景観の形

成 

・景観整備内容 

・公共性 
１０ 

７ 提案全体 
・プレゼンテーション対応など 

・提案全般の魅力についての評価 
１５ 

合計 １００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この「千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度」は東京２０２ 

０公認プログラムの認証を取得しております。 

・提案全般の魅力についての

評価 

８ 
特別評価（今年

度限り） 

（１）新型コロナウイルス感

染症対策を取り入れたイベ

ントのモデルケースとなり

うる事業 

 

＋２０ 

（２）「二次交通の整備」を

取り入れた事業 
＋５ 

合計 １２５ 

※この「千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度」は東京２０２ 

０公認プログラムの認証を取得しております。 

取組み 

・将来のナイトタイムエコノ

ミー推進につながる発展

性があるか 

５ 
消費につなが

る仕組み 

・消費につながる仕組み 

・地域への波及効果 

・複数の消費喚起方法 

１０ 

６ 
魅力的な景観

の形成 

・景観整備内容 

・公共性 

・夜間以外の事業開催にあっ

ては、非日常的な演出や景

観・環境整備等をしている

か 

１０ 

７ 提案全体 

・プレゼンテーションでの対

応など 

・提案全般の魅力についての

評価 

１５ 

８ 
特別評価（今年

度限り） 

（１）新型コロナウイルス感

染症対策を取り入れたイベ

ントのモデルケースとなり

うる事業 

＋２０ 

（２）「二次交通の整備」を

取り入れた事業 
＋５ 

合計 １２５ 



 

 

 

 

 

（３）結果通知 

  ア 通知日 

     令和元年（2019年）7月下旬～８月上旬 

     具体的な通知日については、プレゼンテーション審査実施 

日にご連絡します。 

  イ 通知方法 

     申請者に対し通知書により通知するとともに、支援決定事

業については、プレスリリース及び市ホームページで公表し

ます。 

 

10 実績報告 

   事業が終了したときは、終了した日から 30 日以内に次の書類

の提出により、実績報告をお願いします。実績報告に基づき、補

助金額を決定します。 

（１）提出書類 

ア 実績報告書（様式第 7号） 

イ 事業報告書（様式第 7号の２） 

ウ 事業経過及び成果がわかる書類 

エ 補助対象経費となる領収書 

オ その他市長が必要と認める書類 

 

 ただし、本制度に基づく応募事業及び支援決定事業につきまして 

は、東京２０２０公認プログラム認証」の対象外であり、文言及びマ

ーク等の使用をしないで下さい。 

（別途、事業ごとに、「東京２０２０参画プログラム」への申請が必

要となります。） 

（３）結果通知 

  ア 通知日 

     令和２年（2020年）９月中（予定） 

     具体的な通知日については、追って事務局からご連絡しま 

     す。 

  イ 通知方法 

     申請者に対し通知書により通知するとともに、支援決定事

業については、プレスリリース及び市ホームページで公表し

ます。 

 

12 実績報告 

事業が終了したときは、終了した日から 30 日以内に次の

書類の提出により、実績報告をお願いします。実績報告に基

づき、補助金額を決定します。 

（１）提出書類 

ア 実績報告書（様式第 7号） 

イ 事業報告書（様式第 7号の２） 

ウ 事業経過及び成果がわかる書類 

エ 収支に係る証拠書類（領収書、契約書、請求書等）の写し 

オ 領収書と対応した内訳書 

カ その他市長が必要と認める書類 

 ただし、本制度に基づく応募事業及び支援決定事業につきまして 

は、東京２０２０公認プログラム認証」の対象外であり、文言及びマ

ーク等の使用をしないで下さい。 

（別途、事業ごとに、「東京２０２０参画プログラム」への申請が必

要となります。） 

（３）結果通知 

  ア 通知日 

     令和２年（2020年）９月中（予定） 

     具体的な通知日については、追って事務局からご連絡しま 

     す。 

  イ 通知方法 

     申請者に対し通知書により通知するとともに、支援決定事

業については、プレスリリース及び市ホームページで公表し

ます。 

 

12 実績報告 

事業が終了したときは、終了した日から 30日以内に次の書

類の提出により、実績報告をお願いします。実績報告に基づ

き、補助金額を決定します。 

（１）提出書類 

ア 実績報告書（様式第 7号） 

イ 事業報告書（様式第 7号の２） 

ウ 事業経過及び成果がわかる書類 

エ 収支に係る証拠書類（領収書、契約書、請求書等）の写し 

オ 領収書と対応した内訳書 

カ その他市長が必要と認める書類 



（２）提出先 

    千葉市中央区千葉港 1番 1号 

    千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 宛 

    TEL：043-245-5359 

    FAX：043-245-5558 

（３）提出期限 

    事業終了後 30日以内 

（持参の場合、土、日及び休日を除く午前 9時から午後 5時 

まで）なお、郵送の場合は締切日に必着のこと。 

 

 

11 交付請求 

   補助金額確定通知書が届いたら、補助金交付請求書（様式第 9

号）を提出してください。補助金額交付請求書に基づき、補助金

をお支払します。 

（１）提出先 

    千葉市中央区千葉港 1番 1号 

    千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 宛 

    TEL：043-245-5359 

    FAX：043-245-5558 

12 問い合わせ 

  千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 

  〒260-8722 千葉市中央区千葉港 1番 1号（千葉市役所 2階） 

  電話：043-245-5359  担当：廣岡、大熊 

 

（２）提出先 

    千葉市中央区千葉港 1番 1号 

    千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 宛 

    TEL：043-245-5359 

    FAX：043-245-5558 

（３）提出期限 

    事業終了後 30 日以内までに提出書類原本の提出をお願いし

ます。 

（持参の場合、土、日及び休日を除く午前 9時から午後 5時 

   まで）なお、郵送の場合は締切日に必着のこと。 

 

13 交付請求 

   補助金額確定通知書が届いたら、補助金交付請求書（様式第 9

号）を提出してください。補助金額交付請求書に基づき、補助金

をお支払します。 

（１）提出先 

    千葉市中央区千葉港 1番 1号 

    千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 宛 

    TEL：043-245-5359 

    FAX：043-245-5558 

14 問い合わせ 

  千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 

  〒260-8722 千葉市中央区千葉港 1番 1号（千葉市役所 2階） 

  電話：043-245-5359  担当：廣岡、大熊 

 

（２）提出先 

    千葉市中央区千葉港 1番 1号 

    千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 宛 

    TEL：043-245-5359 

    FAX：043-245-5558 

（３）提出期限 

    事業終了後 30 日以内までに提出書類原本の提出をお願いし

ます。 

（持参の場合、土、日及び休日を除く午前 9時から午後 5時 

まで）なお、郵送の場合は締切日に必着のこと。 

 

13 交付請求 

   補助金額確定通知書が届いたら、補助金交付請求書（様式第 9

号）を提出してください。補助金額交付請求書に基づき、補助金

をお支払します。 

（１）提出先 

    千葉市中央区千葉港 1番 1号 

    千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 宛 

    TEL：043-245-5359 

    FAX：043-245-5558 

14 問い合わせ 

  千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 

  〒260-8722 千葉市中央区千葉港 1番 1号（千葉市役所 2階） 

  電話：043-245-5359  担当：廣岡、大熊 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年（２０２０年）度千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度 

事前申請書 

 

                   令和２年  月  日 

 

（あて先）千葉市長 

 

         申込者  所在地 

              商号（名称） 

              代表者氏名                ㊞ 

              ※申請者（法人にあたってはその代表者）が自署しない場合は、 

記名押印すること。 

               （担当者名                ） 

               （電話番号                ） 

               （FAX 番号                 ） 

 

 

「令和２年（２０２０年）度千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度対象事業募集要項」の記載

事項を全て承諾の上、事前申請します。 

 

 

提案事業名 

 

 

 

 

 

 

令和２年（２０２０年）度千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度 

事前申請書 

 

                   令和２年  月  日 

 

（あて先）千葉市長 

 

         申込者  所在地 

              商号（名称） 

              代表者氏名                ㊞ 

              ※申請者（法人にあたってはその代表者）が自署しない場合は、 

記名押印すること。 

               （担当者名                ） 

               （電話番号                ） 

               （FAX 番号                 ） 

 

 

「令和２年（２０２０年）度千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度対象事業募集要項」の記載

事項を全て承諾の上、事前申請します。 

 

 

提案事業名 

 



令和２年（２０２０年）度千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度 

中大規模応募枠（補助申請額１００万円以上） 

募集要項（案） 新旧対照表 

昨年度 諮問（案） 答申 

 

 

 

 

募集期間：令和元年（２０１９年）５月１５日 ～ 令和元年（２ 

０１９年）６月２８日 

 

 

 

 

１ 趣旨  

   ナイトタイムエコノミーの推進による地域経済活性化及び夜

間におけるにぎわいの創出などを目的として、ナイトタイムエコ

ノミー推進に資する事業に対して支援を行うことで、ナイトコン

テンツの拡充を図るとともに、夜の都市空間づくりにつなげてい

く。 

 

２ 募集テーマ 

   千葉市ならではのナイトコンテンツの創出 

 

 

 

 

 

 

 

募集期間：令和２年（２０２０年）７月２２日（水） ～ 令和２年

（２０２０年）８月１９日（水） 

 ※申請手続きに先立ち、プレエントリーが必要です。プレエント 

リー期間は令和２年（２０２０年）７月２２日（水）～令和２ 

年（２０２０年）８月５日（水）となります。 

 

１ 趣旨 

   ナイトタイムエコノミーの推進による地域経済活性化及び夜間

におけるにぎわいの創出などを目的として、ナイトタイムエコノ

ミー推進に資する事業に対して支援を行うことで、ナイトコンテ

ンツの拡充を図るとともに、夜の都市空間づくりにつなげてい

く。 

 

２ 募集テーマ 

   「ウィズコロナ」「アフターコロナ」において、感染症拡大防

止と夜間のにぎわい創出の両立を実現する千葉市ならではのナイ

トコンテンツの創出 

 

令和２年度は千葉市における将来のナイトタイムエコノミー推進につ

ながるよう、ナイトタイムエコノミーが提供する魅力を意欲的に解釈

し、夜間以外でもその魅力を発揮できる多様な事業を支援します。 

 

募集期間：令和２年（２０２０年）７月２２日（水） ～ 令和２年

（２０２０年）８月１９日（水） 

 ※申請手続きに先立ち、プレエントリーが必要です。プレエント 

リー期間は令和２年（２０２０年）７月２２日（水）～令和２ 

年（２０２０年）８月５日（水）となります。 

 

１ 趣旨 

   ナイトタイムエコノミーの推進による地域経済活性化及び夜間

におけるにぎわいの創出などを目的として、ナイトタイムエコノ

ミー推進に資する事業に対して支援を行うことで、ナイトコンテ

ンツの拡充を図るとともに、夜の都市空間づくりにつなげてい

く。 

 

２ 募集テーマ 

   「ウィズコロナ」「アフターコロナ」において、感染症拡大防

止対策を実施し、ナイトタイムエコノミー推進につながる、千葉

市ならではのコンテンツの創出 

  ※令和２年度は夜間に限定せず、幅広い時間帯の事業を支援しま



 

 

３ 支援対象 

   定期的に行われる千葉市の夜の定番になりえるコンテンツ（既 

存事業の拡充を含む） 

 

 

 

 

４ 対象事業者 

（１）会社 

会社法（平成１７年法律第８６号）第２条第１号に規定する会 

社をいう。 

（２）一般社団法人 

一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成１８年法律 

第４８号）に基づいて設立される社団法人をいう。 

（３）一般財団法人 

一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成１８年法律 

第４８号）に基づいて設立される財団法人をいう。 

（４）公益社団法人 

公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律（平成１ 

８年法律第４９号）第２条第１項第１号に規定する公益社団法人 

をいう。 

（５）公益財団法人 

公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律（平成１ 

８年法律第４９号）第２条第１項第２号に規定する公益財団法人 

 

 

３ 支援対象 

   定期的に行われる千葉市の夜の定番になりえるコンテンツ（既

存事業の拡充を含む） 

 

 

 

 

４ 対象事業者 

（１）会社 

会社法（平成１７年法律第８６号）第２条第１号に規定する会

社をいう。 

（２）一般社団法人 

一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成１８年法律

第４８号）に基づいて設立される社団法人をいう。 

（３）一般財団法人 

一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成１８年法律

第４８号）に基づいて設立される財団法人をいう。 

（４）公益社団法人 

公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律（平成１

８年法律第４９号）第２条第１項第１号に規定する公益社団法人

をいう。 

（５）公益財団法人 

公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律（平成１ 

８年法律第４９号）第２条第１項第２号に規定する公益財団法人 

す。 

 

３ 支援対象 

   定期的に行われる千葉市における将来のナイトタイムエコノミ

ー推進につながり、定番になりえるコンテンツ（既存事業の拡充

を含む。） 

  ※令和２年度は夜間に限定せず、幅広い時間帯の事業を支援しま 

す。 

 

４ 対象事業者 

（１）会社 

会社法（平成１７年法律第８６号）第２条第１号に規定する会

社をいう。 

（２）一般社団法人 

一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成１８年法律

第４８号）に基づいて設立される社団法人をいう。 

（３）一般財団法人 

一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成１８年法律

第４８号）に基づいて設立される財団法人をいう。 

（４）公益社団法人 

公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律（平成１

８年法律第４９号）第２条第１項第１号に規定する公益社団法人

をいう。 

（５）公益財団法人 

公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律（平成１ 

８年法律第４９号）第２条第１項第２号に規定する公益財団法人 



をいう。 

（６）商業団体 

商店街振興組合法（昭和３７年法律第１４１号）第５条第１項 

に規定する商店街振興組合、中小企業等協同組合法（昭和２４年 

法律第１８１号）第３条第１号に規定する事業協同組合及び経済 

事業を行う任意の団体で市長が認める者をいう。 

（７）ＮＰＯ法人 

特定非営利活動促進法（平成１０年法律第７号）に基づいて設 

立される特定非営利活動法人をいう。 

（８）その他法律に基づいて設立される法人 

 

ただし、次の各号のいずれかに該当する者は、支援対象者に該当し

ないものとし、支援期間終了までの間に新たに次の各号のいずれかに

該当した者は、将来にわたり支援対象者の資格を失うものとする。 

（１）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法 

律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団（以下「暴力団」とい 

う。）又は同条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」とい 

う。）がその事業活動を支配する者 

（２）代表者又は役員が暴力団員である者 

（３）暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し又は便宜を供与す 

るなど積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与していると認 

められる者 

（４）風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３ 

年法律第１２２号）第２条第５項に規定する性風俗関連特殊営業を 

営む者 

（５）宗教活動または政治活動を目的とする者 

をいう。 

（６）商業団体 

商店街振興組合法（昭和３７年法律第１４１号）第５条第１項 

に規定する商店街振興組合、中小企業等協同組合法（昭和２４年 

法律第１８１号）第３条第１号に規定する事業協同組合及び経済 

事業を行う任意の団体で市長が認める者をいう。 

（７）ＮＰＯ法人 

特定非営利活動促進法（平成１０年法律第７号）に基づいて設 

立される特定非営利活動法人をいう。 

（８）その他法律に基づいて設立される法人 

 

ただし、次の各号のいずれかに該当する者は、支援対象者に該当し

ないものとし、支援期間終了までの間に新たに次の各号のいずれかに

該当した者は、将来にわたり支援対象者の資格を失うものとする。 

（１）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法 

律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団（以下「暴力団」と 

いう。）又は同条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」 

という。）がその事業活動を支配する者 

（２）代表者又は役員が暴力団員である者 

（３）暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し又は便宜を供与す 

るなど積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与していると 

認められる者 

（４）風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３ 

年法律第１２２号）第２条第５項に規定する性風俗関連特殊営業 

を営む者 

（５）宗教活動または政治活動を目的とする者 

をいう。 

（６）商業団体 

商店街振興組合法（昭和３７年法律第１４１号）第５条第１項 

に規定する商店街振興組合、中小企業等協同組合法（昭和２４年 

法律第１８１号）第３条第１号に規定する事業協同組合及び経済 

事業を行う任意の団体で市長が認める者をいう。 

（７）ＮＰＯ法人 

特定非営利活動促進法（平成１０年法律第７号）に基づいて設 

立される特定非営利活動法人をいう。 

（８）その他法律に基づいて設立される法人 

 

ただし、次の各号のいずれかに該当する者は、支援対象者に該当し

ないものとし、支援期間終了までの間に新たに次の各号のいずれかに

該当した者は、将来にわたり支援対象者の資格を失うものとする。 

（１）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法 

律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団（以下「暴力団」と 

いう。）又は同条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」 

という。）がその事業活動を支配する者 

（２）代表者又は役員が暴力団員である者 

（３）暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し又は便宜を供与す 

るなど積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与していると 

認められる者 

（４）風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３ 

年法律第１２２号）第２条第５項に規定する性風俗関連特殊営業 

を営む者 

（５）宗教活動または政治活動を目的とする者 



（６）公序良俗に反する等、市長が不適当と認める者 

 

５ 対象事業 

千葉市におけるナイトタイムエコノミー推進に資する事業で、 

次の各号に掲げる要件をすべて満たす事業。 

 

 

 

 

（１）当該事業について（※）、千葉市から補助金、負担金等の財政 

的支援を受けていないこと。 

（※）応募事業者が別の事業等で千葉市から財政的支援を受けて 

いても、本条件には抵触しない。 

（２）既存事業の拡充にあっては、当該事業に千葉市が共催していな 

いこと。 

（３）市内外からの誘客が見込める事業であること。 

 

 

 

（４）千葉市内で行われること。 

（５）主たる時間帯が、日没から日の出までであること（日没前から 

の継続コンテンツも含む）。 

 

（６）原則として、平成３１年度以降に実施される新規の事業である 

こと。既存事業の拡充にあっては、夜間の更なる集客が見込まれ 

ること。 

（６）公序良俗に反する等、市長が不適当と認める者 

 

５ 対象事業 

千葉市におけるナイトタイムエコノミー推進に資する事業で、 

次の（１）～（１１）までの各号に掲げる要件をすべて満たす事 

業。新型コロナウイルス感染症の影響を受けずに実施できる事業 

が望ましい。 

※前年度の支援事業についても応募可能。ただし、前年度の結果 

を踏まえた改善・拡充をすること。 

（１）当該事業について（※）、千葉市から補助金、負担金等の財政 

的支援を受けていないこと。 

（※）応募事業者が別の事業等で千葉市から財政的支援を受けて 

いても、本条件には抵触しない。 

（２）既存事業の拡充にあっては、当該事業に千葉市が共催していな 

いこと。 

（３）市内外からの誘客が見込める事業であること。ただし、料金徴

収または明らかな経済効果が期待できる場合に限り、千葉市の会

場からのＶＲ・動画配信等リモートでのオンライン開催による事

業も可とする。 

（４）千葉市内で行われること。 

（５）主たる時間帯が、日没から日の出までであること（日没前から 

の継続コンテンツも含むが、夜間にメインコンテンツを実施する 

こと）。 

（６）原則として、令和２年度以降に実施される新規の事業であるこ 

と。既存事業の拡充にあっては、夜間の更なる集客が見込まれる 

こと。 

（６）公序良俗に反する等、市長が不適当と認める者 

 

５ 対象事業 

千葉市におけるナイトタイムエコノミー推進に資する事業で、 

次の（１）～（１１）までの各号に掲げる要件をすべて満たす事 

業。新型コロナウイルス感染症の影響を受けずに実施できる事業 

が望ましい。 

※前年度の支援事業についても応募可能。ただし、前年度の結果 

を踏まえた改善・拡充をすること。 

（１）当該事業について（※）、千葉市から補助金、負担金等の財政 

的支援を受けていないこと。 

（※）応募事業者が別の事業等で千葉市から財政的支援を受けて 

いても、本条件には抵触しない。 

（２）既存事業の拡充にあっては、当該事業に千葉市が共催していな 

いこと。 

（３）市内外からの誘客が見込める事業であること。ただし、千葉市

におけるナイトタイムエコノミー推進につながる事業と認められ

る場合は、千葉市の会場からのＶＲ・動画配信等リモートでのオ

ンライン開催による事業も可とする。 

（４）千葉市内で行われること。 

（５）主たる時間帯が、日没から日の出までであること 

ただし、千葉市における将来のナイトタイムエコノミー推進に 

つながる事業と認められる場合は、この限りではない。 

（６）原則として、令和２年度以降に実施される新規の事業であるこ 

と。既存事業の拡充にあっては、夜間の更なる集客が見込まれる 

こと。 



（７）次年度以降は参加者から徴収する料金あるいは協賛等にて事業 

を継続して行うことができると見込まれること。 

 

（８）夜間照明、プロジェクションマッピング、ステージ、屋台・オ 

ープンバーの設置等によって、通常の景観と異なる空間を演出す 

ること。または、特徴的な建造物・空間の夜間利用を行うこと。 

（例）屋外でのイベントの他、図書館・美術館などの文化施設を用い 

て、夜間ならではの文化イベント（夜の読書会や演劇等）を開催 

することも対象に含まれます。 

 

 

 

 

 

 

（９）令和２年（２０２０年）３月３１日までに完了する事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）次年度以降は参加者から徴収する料金あるいは協賛等にて事業 

を継続して自走させることができると見込まれること。 

 

（８）夜ならではの演出を行うこと。なお、夜間照明、プロジェクシ 

ョンマッピング、ステージの設置等によって、通常の景観と異 

なる空間を演出すること、または、特徴的な建造物・空間の夜 

間利用を行うことが望ましい。 

（例）屋外でのイベントの他、図書館・美術館などの文化施設を用い 

て、夜間ならではの文化イベント（夜の読書会や演劇等）を開 

催することも対象に含まれます。 

 

 

 

 

 

（９）開催場所等について、事前に開催可能か確認をすること。 

（10）新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策をすること。事業実 

施にあたって、国の指針及び関連業界の新型コロナウイルス感染 

症拡大防止ガイドラインを遵守すること。 

（例）①３つの密（密閉空間・密集場所・密接場面）を回避する対策 

をする。 

②アルコール消毒液を設置し、来場者に手指消毒を促す。 

③来場者がよく触れる物を除菌シートで消毒する。 

④アルコールの提供を控える。 

⑤歌唱する場合は、ビニールカーテンやアクリル板を使用す 

る。 など 

（７）次年度以降は参加者から徴収する料金あるいは協賛、オンライ 

ン課金やクラウドファンディング等にて事業を継続して自走さ 

せることができると見込まれること。 

（８）夜ならではの演出を行うこと。なお、夜間照明、プロジェクシ 

ョンマッピング、ステージの設置等によって、通常の景観と異 

なる空間を演出すること、または、特徴的な建造物・空間の夜 

間利用を行うことが望ましい。 

ただし、オンライン開催が認められた事業はこの限りではない。 

（例）・屋外でのイベント 

・図書館、美術館などの文化施設を用いた、夜間ならではの文 

化イベント（夜の読書会や演劇等） 

・千葉市の会場からのＶＲ・動画配信等リモートでのオンライ 

ンイベント（オンラインライブ等） 

・夜間の各種自然体験ツアー（星空ツアー等） 

・早朝のアクティビティ（宿泊を誘発できるもの） など 

（９）開催場所等について、事前に開催可能か確認をすること。 

（10）新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策をすること。事業実 

施にあたって、国の指針及び関連業界の新型コロナウイルス感染 

症拡大防止ガイドラインを遵守すること。 

（例）①３つの密（密閉空間・密集場所・密接場面）を回避する対策 

をする。 

②アルコール消毒液を設置し、来場者に手指消毒を促す。 

③来場者がよく触れる物を除菌シートで消毒する。 

④飛沫感染の恐れがある場合は、ビニールカーテンやアクリル 

板を使用する。 など 

 



 

 

 

 

 

６ 支援内容 

（１）関係者調整 

    公共の場の開放や警察との協議等、支援事業実施に向けた関 

係者との調整支援を行います。 

（２）補助金交付 

   支援事業の実施に要する費用の補助を行います。 

  ア 補助対象経費 

  （ア）ソフト事業 

ａ 音楽・文芸・美術費 

ｂ 舞台費 

ｃ 印刷費 

ｄ 謝金・人件費 

ｅ 宣伝費 

ｆ 記録費 

ｇ 通信費 

ｈ 旅費 

 

  （イ）ハード事業 

ａ 工事請負費 

ｂ 会場費・演出機材費 

 

（11）令和３年（２０２１年）２月２８日までに完了する事業。 

   ※新型コロナウイルス感染症の情勢により、千葉市ナイトタイ

ムエコノミー推進審議会から、事業の自粛や延期、中止などを

要請することがあります。 

 

６ 支援内容 

（１）関係者調整 

    公共の場の開放や警察との協議等、支援事業実施に向けた関 

係者との調整支援を行います。 

（２）補助金交付 

    支援事業の実施に要する費用の補助を行います。 

  ア 補助対象経費 

  （ア）ソフト事業 

ａ 音楽・文芸・美術費 

ｂ 舞台費 

ｃ 印刷費 

ｄ 謝金・人件費 

ｅ 宣伝費 

ｆ 記録費 

ｇ 通信費 

ｈ 旅費 

ｉ 交通手段の確保に関わる経費 

  （イ）ハード事業 

ａ 工事請負費 

ｂ 会場費・演出機材費 

 

（11）令和３年（２０２１年）２月２８日までに完了する事業。 

   ※新型コロナウイルス感染症の情勢により、千葉市ナイトタイ

ムエコノミー推進審議会から、事業の自粛や延期、中止などを

要請することがあります。 

 

６ 支援内容 

（１）関係者調整 

    公共の場の開放や警察との協議等、支援事業実施に向けた関 

係者との調整支援を行います。 

（２）補助金交付 

    支援事業の実施に要する費用の補助を行います。 

  ア 補助対象経費 

  （ア）ソフト事業 

ａ 音楽・文芸・美術費 

ｂ 舞台費 

ｃ 印刷費 

ｄ 謝金・人件費 

ｅ 宣伝費 

ｆ 記録費 

ｇ 通信費 

ｈ 旅費 

ｉ 交通手段の確保に関わる経費 

  （イ）ハード事業 

ａ 工事請負費 

ｂ 会場費・演出機材費 

 



  イ 補助金の額 

    補助対象経費の２分の１以内の額で、１，０００万円を限度 

とします。 

（千円未満は切り捨て） 

ただし、内訳として、ソフト事業経費、ハード事業経費とも 

に５００万円を限度とします。 

なお、下限額として、ソフト事業経費＋ハード事業経費にお 

いて１００万円（事業費ベース２００万円）を目安（※）とし 

ます。 

（※）あくまで目安額であり、事業費でこれを下回った場合に、 

応募の対象外となるものではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 補助金の額 

  （ア）補助申請額 

    ａ 令和２年度新規応募事業 

補助対象経費の２分の１以内の額で、１００万円以上 

１，０００万円以内とします。 

（千円未満は切り捨て） 

ただし、内訳としてソフト事業経費、ハード事業経費と 

もに５００万円を限度とします。 

ｂ 前年度支援事業 

補助対象経費の２分の１以内の額で、１００万円以上 

５００万円以内とします。 

（千円未満は切り捨て） 

  ※ただし、前年度に収益が生じた事業の場合、５００万 

円から収益分を差し引いた額を上限とする。 

       （例）前年度事業収益１５０万円の場合：補助対象経 

費の１／２以内、上限３５０万円 

（イ）補助金交付決定額 

補助金交付決定額は、予算の範囲内での決定であり、ま 

た千葉市ナイトタイムエコノミー推進審議会の諮問・答申 

を受けて決定するため、希望額どおりにならない場合があ 

ります。 

補助金交付決定にあたって、千葉市ナイトタイムエコノ 

ミー推進審議会から交付条件が付される場合があります。 

※交付条件が付された場合、交付条件に合わせて修正した 

事業計画を報告していただき、千葉市ナイトタイムエコ 

ノミー推進審議会の承認を得る必要があります。 

イ 補助金の額 

  （ア）補助申請額 

    ａ 令和２年度新規応募事業 

補助対象経費の２分の１以内の額で、１００万円以上 

１，０００万円以内とします。 

（千円未満は切り捨て） 

ただし、内訳としてソフト事業経費、ハード事業経費と 

もに５００万円を限度とします。 

ｂ 前年度支援事業 

補助対象経費の２分の１以内の額で、１００万円以上 

５００万円以内とします。 

（千円未満は切り捨て） 

  ※ただし、前年度に収益が生じた事業の場合、５００万 

円から収益分を差し引いた額を上限とする。 

       （例）前年度事業収益１５０万円の場合：補助対象経 

費の１／２以内、上限３５０万円 

（イ）補助金交付決定額 

補助金交付決定額は、予算の範囲内での決定であり、ま 

た千葉市ナイトタイムエコノミー推進審議会の諮問・答申 

を受けて決定するため、希望額どおりにならない場合があ 

ります。 

補助金交付決定にあたって、千葉市ナイトタイムエコノ 

ミー推進審議会から交付条件が付される場合があります。 

※交付条件が付された場合、交付条件に合わせて修正した 

事業計画を報告していただき、千葉市ナイトタイムエコ 

ノミー推進審議会の承認を得る必要があります。 



 

 

 

（３）プロモーション支援 

    支援事業の認定、後援を行い、市の広報媒体等でのプロモー

ションを行います。 

 

 

 

  （ウ）補助金確定額 

補助金の最終確定額は、実績報告書により算出されます 

ので、補助金交付決定額どおりとは限りません。 

（３）プロモーション支援 

    支援事業の認定、後援を行い、市の広報媒体等でのプロモー 

ションを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （ウ）補助金確定額 

補助金の最終確定額は、実績報告書により算出されます 

ので、補助金交付決定額どおりとは限りません。 

（３）プロモーション支援 

    支援事業の認定、後援を行い、市の広報媒体等でのプロモー 

ションを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 申請の流れ 

 

 

 

 

７ 申請の流れ 

 

７ 申請の流れ 

 

申請者 千葉市

※補助金の事前交付を希望する場合【要綱第15条】

　条　　件：1回のみ、交付決定額の1/2以内

　提出書類：補助金事前交付請求書（様式第10号）、決定通知書の写し、資金計画書

※支援決定後、事業の変更・中止・廃止を行う場合【要綱第11条】

　提出書類：事業変更（中止・廃止）承認申請書（様式第４号）

申請書（様式第1号）
＜添付書類＞

・事業計画書（様式第１号の２）

・事業の内容がわかる企画書等の書類

・要件申立書（様式第１号の３）

・定款又はこれに準ずる書類及び役員名簿
・登記事項証明書（３か月以内のもの）

・納税証明書

・直近１期分の決算書類

決定通知書（様式第2号）

実績報告書（様式第7号）
＜添付書類＞

・事業報告書（様式第7号の２）

・事業経過及び成果がわかる書類

・補助対象経費となる領収書

・その他市長が必要と認める書類

（１）支援申請

（４）事業実施

（２）審査

（３）支援の決定
（交付金額の決定）

（５）実績報告 （６）報告内容確認

事業終了後30日以内

（７）補助金額確定
（精算額の決定）

補助金額確定通知書（様式第8号）

（８）交付請求

補助金交付請求書（様式第9号）

（９）補助金の支払

ナイトタイムエコノミー

推進審議会に諮問答申

プレゼンテーション審査

令和元年７月１９日（金）

ナイトタイムエコノミー

推進審議会に諮問答申



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 申請手続き 

 

 

 

（１）提出書類 

  ア 申請書（様式第１号） 

  イ 事業計画書（様式第 1号の２） 

  ウ 事業の内容がわかる企画書等の書類 

 

 

８ プレエントリー 

（１）提出書類 

令和２年（２０２０年）度千葉市ナイトタイムエコノミー 

推進支援制度事前申請書 

（２）提出先 

千葉市中央区千葉港 1番 1号 

千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 宛 

TEL：043-245-5359 

FAX：043-245-5558 

（３）受付期間 

令和２年（２０２０年）７月２２日（水）から令和２年 

（２０２０年）８月５日（水）までに提出書類原本の提出を 

お願いします。 

（持参の場合、土、日及び休日を除く午前 9時から午後 5時ま 

で）なお、郵送の場合は締切日に必着のこと。 

 

９ 申請手続き 

   ※申請手続きに先立ち、プレエントリーが必要です。プレエン

トリー期間は令和２年（２０２０年）７月２２日（水）～令和２

年（２０２０年）８月５日（水）となります。 

（１）提出書類 

  ア 申請書（様式第１号） 

  イ 事業計画書（様式第 1号の２） 

  ウ 事業の内容がわかる企画書等の書類 

    ※提出段階で確定していない事項は、「（予定）」と付記し

てください。 

８ プレエントリー 

（１）提出書類 

令和２年（２０２０年）度千葉市ナイトタイムエコノミー 

推進支援制度事前申請書 

（２）提出先 

千葉市中央区千葉港 1番 1号 

千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 宛 

TEL：043-245-5359 

FAX：043-245-5558 

（３）受付期間 

令和２年（２０２０年）７月２２日（水）から令和２年 

（２０２０年）８月５日（水）までに提出書類原本の提出を 

お願いします。 

（持参の場合、土、日及び休日を除く午前 9時から午後 5時ま 

で）なお、郵送の場合は締切日に必着のこと。 

 

９ 申請手続き 

   ※申請手続きに先立ち、プレエントリーが必要です。プレエン

トリー期間は令和２年（２０２０年）７月２２日（水）～令和２

年（２０２０年）８月５日（水）となります。 

（１）提出書類 

  ア 申請書（様式第１号） 

  イ 事業計画書（様式第 1号の２） 

  ウ 事業の内容がわかる企画書等の書類 

    ※提出段階で確定していない事項は、「（予定）」と付記し

てください。 



 

 

  エ 要件確認申立書（様式第 1号の３） 

  オ 定款又はこれに準ずる書類及び役員名簿 

  カ 登記事項証明書（3か月以内のもの） 

  キ 納税証明書 

  ク 直近 1期分の決算書類 

（２）提出先 

    千葉市中央区千葉港 1番 1号 

    千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 宛 

    TEL：043-245-5359 

    FAX：043-245-5558 

（３）受付期間 

    令和元年（２０１９年）５月１５日から令和元年（２０１９ 

年）６月２８日まで 

（持参の場合、土、日及び休日を除く午前 9時から午後 5時ま 

で）なお、郵送の場合は締切日に必着のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※事業実施がイメージできる写真やパースを添付してくださ

い。 

  エ 要件確認申立書（様式第 1号の３） 

  オ 定款又はこれに準ずる書類及び役員名簿 

  カ 登記事項証明書（3か月以内のもの） 

  キ 納税証明書 

  ク 直近 1期分の決算書類 

（２）提出先 

    千葉市中央区千葉港 1番 1号 

    千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 宛 

    TEL：043-245-5359 

    FAX：043-245-5558 

（３）受付期間 

    令和２年（２０２０年）７月２２日（水）から令和２年（２

０２０年）８月１９日（水）までに提出書類原本の提出をお願

いします。 

（持参の場合、土、日及び休日を除く午前 9時から午後 5時ま 

で）なお、郵送の場合は締切日に必着のこと。 

 

10 説明会 

（１）開催日時 令和２年 7月〇〇日（水）〇〇時〇〇分より１時間 

程度 

（２）開催場所 オンライン会議（ZOOM） 

        ミーティング ID、パスワードは当日ホームページ 

にてご案内します。 

 

    ※事業実施がイメージできる写真やパースを添付してくださ

い。 

  エ 要件確認申立書（様式第 1号の３） 

  オ 定款又はこれに準ずる書類及び役員名簿 

  カ 登記事項証明書（3か月以内のもの） 

  キ 納税証明書 

  ク 直近 1期分の決算書類 

（２）提出先 

    千葉市中央区千葉港 1番 1号 

    千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 宛 

    TEL：043-245-5359 

    FAX：043-245-5558 

（３）受付期間 

    令和２年（２０２０年）７月２２日（水）から令和２年（２

０２０年）８月１９日（水）までに提出書類原本の提出をお願

いします。 

（持参の場合、土、日及び休日を除く午前 9時から午後 5時ま 

で）なお、郵送の場合は締切日に必着のこと。 

 

10 説明会 

（１）開催日時 令和２年 7月〇〇日（水）〇〇時〇〇分より１時間 

程度 

（２）開催場所 オンライン会議（ZOOM） 

        ミーティング ID、パスワードは当日ホームページ 

にてご案内します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 審査 

（１）審査方法 

    受付期間中に応募のあった事業について、千葉市ナイトタイ

ムエコノミー推進審議会にて審査を行います。（なお、応募が

多数の場合は、事前に 4事業程度まで絞り込みを実施します。）

評価は点数制とし、最も合計点数の高いものから支援を決定

し、予算上限に達し次第終了とします。予算上限に達したとき

の応募事業について、補助金交付金額は予算残額を上限額とし

ます。 

（２）プレゼンテーションについて 

  ア 日時 

     令和元年（２０１９年）7月１９日（金） 

     応募者ごとに時間を指定します。 

  イ 場所 

     千葉市役所議会棟第５委員会室 

  ウ 審査方法 

     1社あたり 10分程度のプレゼンテーションと 15分程度の 

（３）開催内容 

  ア ナイトタイムエコノミーの趣旨説明及び前年度の審議会総括 

  イ 前年度支援事業の動画上映 

  ウ 令和２年度千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度募集 

要項について 

  エ 令和２年度千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度審査 

要領について 

  オ 質疑応答 

 

11 審査 

（１）審査方法 

    受付期間中に応募のあった事業について、千葉市ナイトタイ

ムエコノミー推進審議会にて、プレゼンテーション審査を行い

ます。（なお、応募が多数の場合は、事前に絞り込みを実施す

ることがあります。）評価は点数制とし、最も合計点数の高い

ものから支援を決定し、予算上限に達し次第終了とします。予

算上限に達したときの応募事業について、補助金交付金額は予

算残額を上限額とします。 

（２）審査について 

  ア 日時 

     令和２年（2020年）９月〇〇日（〇） 

     応募者ごとに時間を指定します。 

  イ 場所 

     〇〇〇〇〇 

  ウ 審査方法 

     1社あたり 10分程度のプレゼンテーションと 15分程度の

（３）開催内容 

  ア ナイトタイムエコノミーの趣旨説明及び前年度の審議会総括 

  イ 前年度支援事業の動画上映 

  ウ 令和２年度千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度募集 

要項について 

  エ 令和２年度千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度審査 

要領について 

  オ 質疑応答 

 

11 審査 

（１）審査方法 

    受付期間中に応募のあった事業について、千葉市ナイトタイ

ムエコノミー推進審議会にて、プレゼンテーション審査を行い

ます。（なお、応募が多数の場合は、事前に絞り込みを実施す

ることがあります。）評価は点数制とし、最も合計点数の高い

ものから支援を決定し、予算上限に達し次第終了とします。予

算上限に達したときの応募事業について、補助金交付金額は予

算残額を上限額とします。 

（２）審査について 

  ア 日時 

     令和２年（2020年）９月〇〇日（〇） 

     応募者ごとに時間を指定します。 

  イ 場所 

     〇〇〇〇〇 

  ウ 審査方法 

     1社あたり 10分程度のプレゼンテーションと 15分程度の



質疑応答により実施。 

プレゼンテーションに参加できる人数は 2名までとし、提 

出書類のみを使用すること。 

※パソコンとプロジェクターは市側で準備します。 

  エ 審査員 

     千葉市ナイトタイムエコノミー推進審議会 

 

 

 

  オ 審査基準 

 
評価項目 

評価の着眼点 

（主として評価する内容） 
配点 

１ 実現性 

・安全・安心 

・運営体制 

・スケジュール 

・類似事業実績 

・地域の事業者の巻き込み 

３０ 

２ 継続性 
・運営費の拠出方法 

・開催日数・次年度の取組み 
１５ 

３ 
プロモー

ション 

・ターゲット・コンセプト 

・プロモーション方法、内容 
１０ 

４ 企画力 

・地域性（千葉市ならではか） 

・場や空間の魅力を活かせている

か 

１０ 

５ 
消費につ

ながる仕

・消費につながる仕組み 

・地域への波及効果 
１０ 

質疑応答により実施。 

プレゼンテーションに参加できる人数は３名までとし、提 

出書類を使用すること。 

※パソコンとプロジェクターは市側で準備します。 

※提出書類以外の資料をプレゼンテーション審査で使用 

したい場合は、プレゼンテーション 

審査日の一週間前までに事務局へ提出してください。 

  エ 審査員 

     千葉市ナイトタイムエコノミー推進審議会 

  オ 審査基準 

 
評価項目 

評価の着眼点 

（主として評価する内容） 
配点 

１ 実現性 

・安全・安心 

・運営体制 

・スケジュール 

・類似事業実績 

・地域の事業者の巻き込み 

３０ 

２ 継続性 

・運営費の拠出方法 

・開催日数、次年度の取組

み 

１５ 

３ 
プロモーショ

ン 

・ターゲット・コンセプト 

・プロモーション方法、内

容 

１０ 

４ 企画力 

・地域性（千葉市ならでは

か） 

・場や空間の魅力を活かせ

１０ 

質疑応答により実施。 

プレゼンテーションに参加できる人数は３名までとし、提 

出書類を使用すること。 

※パソコンとプロジェクターは市側で準備します。 

※提出書類以外の資料をプレゼンテーション審査で使用 

したい場合は、プレゼンテーション 

審査日の一週間前までに事務局へ提出してください。 

  エ 審査員 

     千葉市ナイトタイムエコノミー推進審議会 

  オ 審査基準 

 
評価項目 

評価の着眼点 

（主として評価する内容） 
配点 

１ 実現性 

・安全・安心 

・新型コロナウイルス感染症

拡大防止対策 

・運営体制 

・スケジュール 

・類似事業実績 

・地域の事業者の巻き込み 

・オンライン配信の環境整備

内容 

３０ 

２ 継続性 

・運営費の拠出方法 

・開催日数、次年度の取組

み 

・夜間開催を含む将来の継

続につながる内容か 

１５ 



組み 

６ 

魅力的な

景観の形

成 

・景観整備内容 

・公共性 
１０ 

７ 提案全体 
・プレゼンテーション対応など 

・提案全般の魅力についての評価 
１５ 

合計 １００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

ているか 

５ 
消費につなが

る仕組み 

・消費につながる仕組み 

・地域への波及効果 
１０ 

６ 
魅力的な景観

の形成 

・景観整備内容 

・公共性 
１０ 

７ 提案全体 

・プレゼンテーションでの

対応など 

・提案全般の魅力について

の評価 

１５ 

８ 
特別評価（今年

度限り） 

（１）新型コロナウイルス

感染症対策を取り入れたイ

ベントのモデルケースとな

りうる事業 

 

＋２０ 

（２）「二次交通の整備」

を取り入れた事業 
＋５ 

合計 １２５ 

３ 
プロモーショ

ン 

・ターゲット・コンセプト 

・プロモーション方法、内

容 

１０ 

４ 企画力 

・地域性（千葉市ならでは

か） 

・場や空間の魅力を活かせ

ているか 

・オンラインの活用等新たな

取組み 

・将来のナイトタイムエコ

ノミー推進につながる発

展性があるか 

１０ 

５ 
消費につなが

る仕組み 

・消費につながる仕組み 

・地域への波及効果 

・複数の消費喚起方法 

１０ 

６ 
魅力的な景観

の形成 

・景観整備内容 

・公共性 

・夜間以外の事業開催にあ

っては、非日常的な演出

や景観・環境整備等をし

ているか 

１０ 

７ 提案全体 

・プレゼンテーションでの

対応など 

・提案全般の魅力について

の評価 

１５ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）結果通知 

  ア 通知日 

     令和元年（2019年）7月下旬～８月上旬 

     具体的な通知日については、プレゼンテーション審査実施 

日にご連絡します。 

  イ 通知方法 

     申請者に対し通知書により通知するとともに、支援決定事

業については、プレスリリース及び市ホームページで公表し

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この「千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度」は東京２ 

０２０公認プログラムの認証を取得しております。 

ただし、本制度に基づく応募事業及び支援決定事業につきまし 

ては、「東京２０２０公認プログラム認証」の対象外であり、文 

言及びマーク等の使用をしないで下さい。 

（別途、事業ごとに、「東京２０２０参画プログラム」への申請 

が必要となります。） 

（３）結果通知 

  ア 通知日 

     令和２年（2020年）９月中（予定） 

     具体的な通知日については、追って事務局からご連絡しま 

す。 

  イ 通知方法 

     申請者に対し通知書により通知するとともに、支援決定事

業については、プレスリリース及び市ホームページで公表し

 

※この「千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度」は東京２ 

０２０公認プログラムの認証を取得しております。 

ただし、本制度に基づく応募事業及び支援決定事業につきまし 

ては、「東京２０２０公認プログラム認証」の対象外であり、文 

言及びマーク等の使用をしないで下さい。 

（別途、事業ごとに、「東京２０２０参画プログラム」への申請 

が必要となります。） 

（３）結果通知 

  ア 通知日 

     令和２年（2020年）９月中（予定） 

     具体的な通知日については、追って事務局からご連絡しま 

す。 

  イ 通知方法 

     申請者に対し通知書により通知するとともに、支援決定事

業については、プレスリリース及び市ホームページで公表し

８ 
特別評価（今年

度限り） 

（１）新型コロナウイルス

感染症対策を取り入れたイ

ベントのモデルケースとな

りうる事業 

 

＋２０ 

（２）「二次交通の整備」

を取り入れた事業 
＋５ 

合計 １２５ 



ます。 

 

10 実績報告 

   事業が終了したときは、終了した日から 30 日以内に次の書類

の提出により、実績報告をお願いします。実績報告に基づき、補

助金額を決定します。 

（１）提出書類 

ア 実績報告書（様式第 7号） 

イ 事業報告書（様式第 7号の２） 

ウ 事業経過及び成果がわかる書類 

エ 補助対象経費となる領収書 

オ その他市長が必要と認める書類 

 

（２）提出先 

    千葉市中央区千葉港 1番 1号 

    千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 宛 

    TEL：043-245-5359 

    FAX：043-245-5558 

（３）提出期限 

    事業終了後 30日以内 

（持参の場合、土、日及び休日を除く午前 9時から午後 5時 

まで）なお、郵送の場合は締切日に必着のこと。 

 

 

 

 

ます。 

 

12 実績報告 

事業が終了したときは、終了した日から 30日以内に次の書

類の提出により、実績報告をお願いします。実績報告に基づ

き、補助金額を決定します。 

（１）提出書類 

ア 実績報告書（様式第 7号） 

イ 事業報告書（様式第 7号の２） 

ウ 事業経過及び成果がわかる書類 

エ 収支に係る証拠書類（領収書、契約書、請求書等）の写し 

オ 領収書と対応した内訳書 

カ その他市長が必要と認める書類 

（２）提出先 

    千葉市中央区千葉港 1番 1号 

    千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 宛 

    TEL：043-245-5359 

    FAX：043-245-5558 

（３）提出期限 

    事業終了後 30日以内までに提出書類原本の提出をお願いし

ます。 

（持参の場合、土、日及び休日を除く午前 9時から午後 5時 

まで） 

    なお、郵送の場合は締切日に必着のこと。 

 

 

ます。 

 

12 実績報告 

事業が終了したときは、終了した日から 30日以内に次の

書類の提出により、実績報告をお願いします。実績報告に基

づき、補助金額を決定します。 

（１）提出書類 

ア 実績報告書（様式第 7号） 

イ 事業報告書（様式第 7号の２） 

ウ 事業経過及び成果がわかる書類 

エ 収支に係る証拠書類（領収書、契約書、請求書等）の写し 

オ 領収書と対応した内訳書 

カ その他市長が必要と認める書類 

（２）提出先 

    千葉市中央区千葉港 1番 1号 

    千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 宛 

    TEL：043-245-5359 

    FAX：043-245-5558 

（３）提出期限 

    事業終了後 30日以内までに提出書類原本の提出をお願いし

ます。 

（持参の場合、土、日及び休日を除く午前 9時から午後 5時 

まで） 

    なお、郵送の場合は締切日に必着のこと。 

 

 



11 交付請求 

   補助金額確定通知書が届いたら、補助金交付請求書（様式第 9

号）を提出してください。補助金額交付請求書に基づき、補助金

をお支払します。 

（１）提出先 

    千葉市中央区千葉港 1番 1号 

    千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 宛 

    TEL：043-245-5359 

    FAX：043-245-5558 

12 問い合わせ 

  千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 

  〒260-8722 千葉市中央区千葉港 1番 1号（千葉市役所 2階） 

  電話：043-245-5359  担当：廣岡、大熊 

 

13 交付請求 

   補助金額確定通知書が届いたら、補助金交付請求書（様式第 9

号）を提出してください。補助金額交付請求書に基づき、補助金

をお支払します。 

（１）提出先 

    千葉市中央区千葉港 1番 1号 

    千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 宛 

    TEL：043-245-5359 

    FAX：043-245-5558 

 

14 問い合わせ 

  千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 

  〒260-8722 千葉市中央区千葉港 1番 1号（千葉市役所 2階） 

  電話：043-245-5359  担当：廣岡、大熊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 交付請求 

   補助金額確定通知書が届いたら、補助金交付請求書（様式第 9

号）を提出してください。補助金額交付請求書に基づき、補助金

をお支払します。 

（１）提出先 

    千葉市中央区千葉港 1番 1号 

    千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 宛 

    TEL：043-245-5359 

    FAX：043-245-5558 

 

14 問い合わせ 

  千葉市 経済農政局 経済部 経済企画課 

  〒260-8722 千葉市中央区千葉港 1番 1号（千葉市役所 2階） 

  電話：043-245-5359  担当：廣岡、大熊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年（２０２０年）度千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度 

事前申請書 

 

                   令和２年  月  日 

 

（あて先）千葉市長 

 

         申込者  所在地 

              商号（名称） 

              代表者氏名                ㊞ 

              ※申請者（法人にあたってはその代表者）が自署しない場合は、 

記名押印すること。 

               （担当者名                ） 

               （電話番号                ） 

               （FAX 番号                 ） 

 

 

「令和２年（２０２０年）度千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度対象事業募集要項」の記載

事項を全て承諾の上、事前申請します。 

 

 

提案事業名 

 

 

 

 

 

 

令和２年（２０２０年）度千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度 

事前申請書 

 

                   令和２年  月  日 

 

（あて先）千葉市長 

 

         申込者  所在地 

              商号（名称） 

              代表者氏名                ㊞ 

              ※申請者（法人にあたってはその代表者）が自署しない場合は、 

記名押印すること。 

               （担当者名                ） 

               （電話番号                ） 

               （FAX 番号                 ） 

 

 

「令和２年（２０２０年）度千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度対象事業募集要項」の記載

事項を全て承諾の上、事前申請します。 

 

 

提案事業名 

 



千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度 

少額応募枠（補助申請額１００万円未満） 

審査要領（案） 新旧対照表 

昨年度 諮問（案） 答申 

１ 目的 

千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度応募事業の審査に関

する事項を次のとおり定める。 

 

２ 審査方法 

（１）審査は、千葉市ナイトタイムエコノミー推進審議会（以下「審 

議会」という。）が、審査基準に基づき、提出書類とプレゼンテー 

ション及びヒアリングの内容を審査する。 

 

 

 

（２）評価項目ごとに審議会の委員（以下「委員」という。）が評価 

を行う。 

（３）各委員の評価点の合計が一番多い事業から順に支援を決定し、 

予算上限に達し次第終了する。 

（４）予算上限に達したときの応募事業について、補助金交付額は予 

算残額を上限額とする。 

 

３ 審査基準 

評価項目及び評価の着眼点は次のとおりとする｡ 

１ 目的 

千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度応募事業の審査に

関する事項を次のとおり定める。 

 

２ 審査方法 

（１）審査は、千葉市ナイトタイムエコノミー推進審議会（以下「審 

議会」という。）が、審査基準に基づき、提出書類の内容を審査 

する。 

   なお、令和２年度新規応募事業と前年度支援事業の区別は行わ

ない。 

   ※必要に応じて、事務局がヒアリングを行う。 

（２）評価項目ごとに審議会の委員（以下「委員」という。）が評価 

を行う。 

（３）各委員の評価点の合計が一番多い事業から順に支援を決定し、

予算上限に達し次第終了する。 

（４）予算上限に達したときの応募事業について、補助金交付額は予

算残額を上限額とする。 

 

３ 審査基準 

評価項目及び評価の着眼点は次のとおりとする。 

 

 

１ 目的 

千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度応募事業の審査に

関する事項を次のとおり定める。 

 

２ 審査方法 

（１）審査は、千葉市ナイトタイムエコノミー推進審議会（以下「審

議会」という。）が、審査基準に基づき、提出書類の内容を審査

する。 

   なお、令和２年度新規応募事業と前年度支援事業の区別は行わ

ない。 

   ※必要に応じて、事務局がヒアリングを行う。 

（２）評価項目ごとに審議会の委員（以下「委員」という。）が評価

を行う。 

（３）各委員の評価点の合計が一番多い事業から順に支援を決定し、

予算上限に達し次第終了する。 

（４）予算上限に達したときの応募事業について、補助金交付額は予

算残額を上限額とする。 

 

３ 審査基準 

評価項目及び評価の着眼点は次のとおりとする。 

 



 

 
評価項目 

評価の着眼点 

（主として評価する内容） 
配点 

１ 実現性 

・安全・安心 

・運営体制 

・スケジュール 

・類似事業実績 

・地域の事業者の巻き込み 

３０ 

２ 継続性 
・運営費の拠出方法 

・開催日数・次年度の取組み 
１５ 

３ 
プロモーショ

ン 

・ターゲット・コンセプト 

・プロモーション方法、内容 
１０ 

４ 企画力 

・地域性（千葉市ならではか） 

・場や空間の魅力を活かせて

いるか 

１０ 

５ 
消費につなが

る仕組み 

・消費につながる仕組み 

・地域への波及効果 
１０ 

６ 
魅力的な 

景観の形成 

・景観整備内容 

・公共性 
１０ 

７ 提案全体 

・プレゼンテーション対応な

ど 

・提案全般の魅力についての

評価 

１５ 

合計 １００ 

 

評価項目 
評価の着眼点 

（主として評価する内容） 
配点 

１ 実現性 

・安全・安心 

・運営体制 

・スケジュール 

・類似事業実績 

・地域の事業者の巻き込み 

３０ 

２ 継続性 
・運営費の拠出方法 

・開催日数、次年度の取組み 
１５ 

３ 
プロモーショ

ン 

・ターゲット・コンセプト 

・プロモーション方法、内容 
１０ 

４ 企画力 

・地域性（千葉市ならではか） 

・場や空間の魅力を活かせて

いるか 

１０ 

５ 
消費につなが

る仕組み 

・消費につながる仕組み 

・地域への波及効果 
１０ 

６ 
魅力的な景観

の形成 

・景観整備内容 

・公共性 
１０ 

７ 提案全体 

・プレゼンテーションでの対

応など 

・提案全般の魅力についての

評価 

１５ 

８ 特別評価 （１）新型コロナウイル ＋２０ 

 

評価項目 
評価の着眼点 

（主として評価する内容） 
配点 

１ 実現性 

・安全・安心 

・新型コロナウイルス感染症

拡大防止対策 

・運営体制 

・スケジュール 

・類似事業実績 

・地域の事業者の巻き込み 

・オンライン配信の環境整備

内容 

３０ 

２ 継続性 

・運営費の拠出方法 

・開催日数、次年度の取組み 

・夜間開催を含む将来の継続

につながる内容か 

１５ 

３ 
プロモーショ

ン 

・ターゲット・コンセプト 

・プロモーション方法、内容 
１０ 

４ 企画力 

・地域性（千葉市ならではか） 

・場や空間の魅力を活かせて

いるか 

・オンラインの活用等新たな

取組み 

・将来のナイトタイムエコノ

ミー推進につながる発展

性があるか 

１０ 

５ 
消費につなが

る仕組み 

・消費につながる仕組み 

・地域への波及効果 

・複数の消費喚起方法 

１０ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 審査方法 

（１）委員は、第３項における審査基準に基づいて審査をし、主とし 

て評価の着眼点の内容について、評価項目毎に採点する。 

（２）委員全員の合計点が６割以上に達したものを選定の対象とする。 

参加申込者が１者のみの場合は、委員全員の合計点が６割以上 

に達した場合に選定対象とする。 

（３）合計点が同点となった場合は、以下の評価手順により選定する。 

ア 「実現性」「継続性」の項目の合計点が高いこと。 

  イ 委員の議決により、より多数の委員から選定されること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 審査方法 

（１）委員は、第３項における審査基準に基づいて審査をし、主とし 

て評価の着眼点の内容について、評価項目毎に採点する。 

（２）委員全員の合計点が６割以上に達したものを選定の対象とする。 

参加申込者が１者のみの場合は、委員全員の合計点が６割以上 

に達した場合に選定対象とする。 

（３）合計点が同点となった場合は、以下の評価手順により選定する。 

ア 「実現性」「継続性」の項目の合計点が高いこと。 

イ 委員の議決により、より多数の委員から選定されること。 

 

ス感染症対策を取り入

れたイベントのモデル

ケースとなりうる事業 

（２）「二次交通の整備」を

取り入れた事業 
＋５ 

合計 １２５ 

 

４ 審査方法 

（１）委員は、第３項における審査基準に基づいて審査をし、主とし 

て評価の着眼点の内容について、評価項目毎に採点する。 

（２）委員全員の合計点が６割以上に達したものを選定の対象とする。 

参加申込者が１者のみの場合は、委員全員の合計点が６割以上 

に達した場合に選定対象とする。 

（３）合計点が同点となった場合は、以下の評価手順により選定する。 

ア 「実現性」「継続性」の項目の合計点が高いこと。 

イ 委員の議決により、より多数の委員から選定されること。 

 

６ 
魅力的な景観

の形成 

・景観整備内容 

・公共性 

・夜間以外の事業開催にあっ

ては、非日常的な演出や景

観・環境整備等をしている

か 

１０ 

７ 提案全体 

・プレゼンテーションでの対

応など 

・提案全般の魅力についての

評価 

１５ 

８ 特別評価 

（１）新型コロナウイル

ス感染症対策を取り入

れたイベントのモデル

ケースとなりうる事業 

＋２０ 

（２）「二次交通の整備」を

取り入れた事業 
＋５ 

合計 １２５ 



（４）応募事業が次の事項に該当した場合は、失格とする。 

ア 「実現性」または「継続性」の項目において、全委員中少な 

くとも１人以上の委員における評価で４割以下の評価となっ 

た場合。 

イ 評価項目ごとの委員全員の合計点で、２割以下の評価項目が 

１項目以上あった場合。 

ウ その他、事業を遂行するにあたり、著しい問題があると市が 

判断した場合。 

（５）審査結果は、市ホームページで公表する。但し、支援を決定した

事業のみを公表することとし、申込者には別途郵送により通知 

する。申込者本人が自らの審査内容について開示を希望する場 

合は、通知日より２週間以内に経済企画課へ来庁の上、その旨 

を申し出ることとし、その際は当該申込者が提出した事業計画 

における、各評価項目の合計点を開示する。 

 

５ その他 

この要領に定めるもののほか、審査に必要な事項は、審議会が別

に定める。 

 

附則 この要領は令和元年５月１５日から施行する。 

 

（４）応募事業が次の事項に該当した場合は、失格とする。 

ア 「実現性」または「継続性」の項目において、全委員中少な 

くとも１人以上の委員における評価で４割以下の評価となっ 

た場合。 

イ 評価項目ごとの委員全員の合計点で、２割以下の評価項目が 

１項目以上あった場合。 

ウ その他、事業を遂行するにあたり、著しい問題があると市が 

判断した場合。 

（５）審査結果は、市ホームページで公表する。但し、支援を決定した

事業のみを公表することとし、申込者には別途郵送により通知

する。申込者本人が自らの審査内容について開示を希望する場

合は、通知日より２週間以内に経済企画課へ来庁の上、その旨

を申し出ることとし、その際は当該申込者が提出した事業計画

における、各評価項目の合計点を開示する。 

 

５ その他 

この要領に定めるもののほか、審査に必要な事項は、審議会が別

に定める。 

 

附則 この要領は令和２年 月 日から施行する。 

 

（４）応募事業が次の事項に該当した場合は、失格とする。 

ア 「実現性」または「継続性」の項目において、全委員中少な 

くとも１人以上の委員における評価で４割以下の評価となっ 

た場合。 

イ 評価項目ごとの委員全員の合計点で、２割以下の評価項目が 

１項目以上あった場合。 

ウ その他、事業を遂行するにあたり、著しい問題があると市が 

判断した場合。 

（５）審査結果は、市ホームページで公表する。但し、支援を決定し

た事業のみを公表することとし、申込者には別途郵送により通

知する。申込者本人が自らの審査内容について開示を希望する

場合は、通知日より２週間以内に経済企画課へ来庁の上、その

旨を申し出ることとし、その際は当該申込者が提出した事業計

画における、各評価項目の合計点を開示する。 

 

５ その他 

この要領に定めるもののほか、審査に必要な事項は、審議会が別

に定める。 

 

附則 この要領は令和２年 月 日から施行する。 

 

 

 

 

 

 



千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度 

中大規模応募枠（補助申請額１００万円以上） 

審査要領（案） 新旧対照表 

昨年度 諮問（案） 答申 

１ 目的 

千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度応募事業の審査に 

関する事項を次のとおり定める。 

 

２ 審査方法 

（１）審査は、千葉市ナイトタイムエコノミー推進審議会（以下「審 

議会」という。）が、審査基準に基づき、提出書類とプレゼンテー 

ション及びヒアリングの内容を審査する。 

 

 

（２）評価項目ごとに審議会の委員（以下「委員」という。）が評価 

を行う。 

（３）各委員の評価点の合計が一番多い事業から順に支援を決定し、 

予算上限に達し次第終了する。 

（４）予算上限に達したときの応募事業について、補助金交付額は予 

算残額を上限額とする。 

 

 

 

 

３ 審査基準 

評価項目及び評価の着眼点は次のとおりとする｡ 

１ 目的 

千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度応募事業の審査に

関する事項を次のとおり定める。 

 

２ 審査方法 

（１）審査は、千葉市ナイトタイムエコノミー推進審議会（以下「審 

議会」という。）が、審査基準に基づき、提出書類とプレゼンテー 

ション及びヒアリングの内容を審査する。 

   なお、令和２年度新規応募事業と前年度支援事業の区別は行わ

ない。 

（２）評価項目ごとに審議会の委員（以下「委員」という。）が評価 

を行う。 

（３）各委員の評価点の合計が一番多い事業から順に支援を決定し、

予算上限に達し次第終了する。 

（４）予算上限に達したときの応募事業について、補助金交付額は予

算残額を上限額とする。 

 

 

 

 

３ 審査基準 

評価項目及び評価の着眼点は次のとおりとする。 

１ 目的 

千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援制度応募事業の審査に

関する事項を次のとおり定める。 

 

２ 審査方法 

（１）審査は、千葉市ナイトタイムエコノミー推進審議会（以下「審

議会」という。）が、審査基準に基づき、提出書類とプレゼンテ

ーション及びヒアリングの内容を審査する。 

   なお、令和２年度新規応募事業と前年度支援事業の区別は行わ

ない。 

（２）評価項目ごとに審議会の委員（以下「委員」という。）が評価

を行う。 

（３）各委員の評価点の合計が一番多い事業から順に支援を決定し、

予算上限に達し次第終了する。 

（４）予算上限に達したときの応募事業について、補助金交付額は予

算残額を上限額とする。 

 

 

 

 

３ 審査基準 

評価項目及び評価の着眼点は次のとおりとする。 



 

 
評価項目 

評価の着眼点 

（主として評価する内容） 
配点 

１ 実現性 

・安全・安心 

・運営体制 

・スケジュール 

・類似事業実績 

・地域の事業者の巻き込み 

３０ 

２ 継続性 
・運営費の拠出方法 

・開催日数・次年度の取組み 
１５ 

３ 
プロモーショ

ン 

・ターゲット・コンセプト 

・プロモーション方法、内容 
１０ 

４ 企画力 

・地域性（千葉市ならではか） 

・場や空間の魅力を活かせて

いるか 

１０ 

５ 
消費につなが

る仕組み 

・消費につながる仕組み 

・地域への波及効果 
１０ 

６ 
魅力的な 

景観の形成 

・景観整備内容 

・公共性 
１０ 

７ 提案全体 

・プレゼンテーション対応な

ど 

・提案全般の魅力についての

評価 

１５ 

合計 １００ 

 

評価項目 
評価の着眼点 

（主として評価する内容） 
配点 

１ 実現性 

・安全・安心 

・運営体制 

・スケジュール 

・類似事業実績 

・地域の事業者の巻き込み 

３０ 

２ 継続性 
・運営費の拠出方法 

・開催日数、次年度の取組み 
１５ 

３ 
プロモーショ

ン 

・ターゲット・コンセプト 

・プロモーション方法、内容 
１０ 

４ 企画力 

・地域性（千葉市ならではか） 

・場や空間の魅力を活かせて

いるか 

１０ 

５ 
消費につなが

る仕組み 

・消費につながる仕組み 

・地域への波及効果 
１０ 

６ 
魅力的な景観

の形成 

・景観整備内容 

・公共性 
１０ 

７ 提案全体 

・プレゼンテーションでの対

応など 

・提案全般の魅力についての

評価 

１５ 

８ 特別評価 

（１）新型コロナウイルス感

染症対策を取り入れたイベ

ントのモデルケースとなり

＋２０ 

 

評価項目 
評価の着眼点 

（主として評価する内容） 
配点 

１ 実現性 

・安全・安心 

・新型コロナウイルス感染症

拡大防止対策 

・運営体制 

・スケジュール 

・類似事業実績 

・地域の事業者の巻き込み 

・オンライン配信の環境整備

内容 

３０ 

２ 継続性 

・運営費の拠出方法 

・開催日数、次年度の取組み 

・夜間開催を含む将来の継続

につながる内容か 

１５ 

３ 
プロモーショ

ン 

・ターゲット・コンセプト 

・プロモーション方法、内容 
１０ 

４ 企画力 

・地域性（千葉市ならではか） 

・場や空間の魅力を活かせて

いるか 

・オンラインの活用等新たな

取組み 

・将来のナイトタイムエコノ

ミー推進につながる発展

性があるか 

１０ 

５ 
消費につなが

る仕組み 

・消費につながる仕組み 

・地域への波及効果 

・複数の消費喚起方法 

１０ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 審査方法 

（１）委員は、第３項における審査基準に基づいて審査をし、主とし 

て評価の着眼点の内容について、評価項目毎に採点する。 

（２）委員全員の合計点が６割以上に達したものを選定の対象とする。 

参加申込者が１者のみの場合は、委員全員の合計点が６割以上 

に達した場合に選定対象とする。 

（３）合計点が同点となった場合は、以下の評価手順により選定する。 

ア 「実現性」「継続性」の項目の合計点が高いこと。 

  イ 委員の議決により、より多数の委員から選定されること。 

（４）応募事業が次の事項に該当した場合は、失格とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 審査方法 

（１）委員は、第３項における審査基準に基づいて審査をし、主とし 

て評価の着眼点の内容について、評価項目毎に採点する。 

（２）委員全員の合計点が６割以上に達したものを選定の対象とする。 

参加申込者が１者のみの場合は、委員全員の合計点が６割以上 

に達した場合に選定対象とする。 

（３）合計点が同点となった場合は、以下の評価手順により選定する。 

ア 「実現性」「継続性」の項目の合計点が高いこと。 

イ 委員の議決により、より多数の委員から選定されること。 

（４）応募事業が次の事項に該当した場合は、失格とする。 

うる事業 

 

（２）「二次交通の整備」を

取り入れた事業 
＋５ 

合計 １２５ 

 

４ 審査方法 

（１）委員は、第３項における審査基準に基づいて審査をし、主とし

て評価の着眼点の内容について、評価項目毎に採点する。 

（２）委員全員の合計点が６割以上に達したものを選定の対象とする。 

参加申込者が１者のみの場合は、委員全員の合計点が６割以上 

に達した場合に選定対象とする。 

（３）合計点が同点となった場合は、以下の評価手順により選定する。 

ア 「実現性」「継続性」の項目の合計点が高いこと。 

イ 委員の議決により、より多数の委員から選定されること。 

（４）応募事業が次の事項に該当した場合は、失格とする。 

６ 
魅力的な景観

の形成 

・景観整備内容 

・公共性 

・夜間以外の事業開催にあっ

ては、非日常的な演出や景

観・環境整備等をしている

か 

１０ 

７ 提案全体 

・プレゼンテーションでの対

応など 

・提案全般の魅力についての

評価 

１５ 

８ 特別評価 

（１）新型コロナウイルス感

染症対策を取り入れたイベ

ントのモデルケースとなり

うる事業 

＋２０ 

（２）「二次交通の整備」を

取り入れた事業 
＋５ 

合計 １２５ 



ア 「実現性」または「継続性」の項目において、全委員中少 

なくとも１人以上の委員における評価で４割以下の評価とな 

った場合。 

イ 評価項目ごとの委員全員の合計点で、２割以下の評価項目が 

１項目以上あった場合。 

ウ その他、事業を遂行するにあたり、著しい問題があると市が 

判断した場合。 

（５）審査結果は、市ホームページで公表する。但し、支援を決定し 

た事業のみを公表することとし、申込者には別途郵送により通 

知する。申込者本人が自らの審査内容について開示を希望する 

場合は、通知日より２週間以内に経済企画課へ来庁の上、その 

旨を申し出ることとし、その際は当該申込者が提出した事業計 

画における、各評価項目の合計点を開示する。 

 

５ その他 

この要領に定めるもののほか、審査に必要な事項は、審議会が別

に定める。 

 

附則 この要領は令和元年５月１５日から施行する。 

 

ア 「実現性」または「継続性」の項目において、全委員中少 

なくとも１人以上の委員における評価で４割以下の評価とな 

った場合。 

イ 評価項目ごとの委員全員の合計点で、２割以下の評価項目が 

１項目以上あった場合。 

ウ その他、事業を遂行するにあたり、著しい問題があると市が 

判断した場合。 

（５）審査結果は、市ホームページで公表する。但し、支援を決定し 

た事業のみを公表することとし、申込者には別途郵送により通 

知する。申込者本人が自らの審査内容について開示を希望する 

場合は、通知日より２週間以内に経済企画課へ来庁の上、その 

旨を申し出ることとし、その際は当該申込者が提出した事業計 

画における、各評価項目の合計点を開示する。 

 

５ その他 

この要領に定めるもののほか、審査に必要な事項は、審議会が別

に定める。 

 

附則 この要領は令和２年 月 日から施行する。 

 

ア 「実現性」または「継続性」の項目において、全委員中少

なくとも１人以上の委員における評価で４割以下の評価とな 

った場合。 

イ 評価項目ごとの委員全員の合計点で、２割以下の評価項目が 

１項目以上あった場合。 

ウ その他、事業を遂行するにあたり、著しい問題があると市が 

判断した場合。 

（５）審査結果は、市ホームページで公表する。但し、支援を決定し

た事業のみを公表することとし、申込者には別途郵送により通

知する。申込者本人が自らの審査内容について開示を希望する

場合は、通知日より２週間以内に経済企画課へ来庁の上、その

旨を申し出ることとし、その際は当該申込者が提出した事業計

画における、各評価項目の合計点を開示する。 

 

５ その他 

この要領に定めるもののほか、審査に必要な事項は、審議会が別

に定める。 

 

附則 この要領は令和２年 月 日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 



①小・中規模事業募集に係る千葉市ナイトタイムエコノミー 

推進支援制度要綱改正（案）新旧対照表 

※諮問（案）からの修正点には二重下線を引いています。 

現行 諮問（案） 答申 

第１条～第２条 （略） 

 

（支援対象事業） 

第３条 支援の対象となる事業（以下「支援事業」 

という。）は、千葉市におけるナイトタイムエコノ 

ミー推進に資する事業で、次の各号に掲げる要件を 

すべて満たすものとする。 

（１）千葉市から補助金、負担金等の財政的支援を 

受けていないこと。 

（２）千葉市が共催していないこと。 

（３）市内外からの誘客が見込める事業であること。 

 

 

 

 

（４）千葉市内で行われること。 

（５）日没から日の出までに行われること。 

 

 

 

（６）平成３１年度以降に実施される新規の事業で 

あること。または、既存事業の拡充にあっては、夜 

第１条～第２条 （略） 

 

（支援対象事業） 

第３条 支援の対象となる事業（以下「支援事業」

という。）は、千葉市におけるナイトタイムエコノ

ミー推進に資する事業で、次の各号に掲げる要件を

すべて満たすものとする。 

（１）千葉市から補助金、負担金等の財政的支援を

受けていないこと。 

（２）千葉市が共催していないこと。 

（３）市内外からの誘客が見込める事業であるこ

と。ただし、料金徴収または明らかな経済効果が期

待できる場合に限り、千葉市の会場からのＶＲ・動

画配信等リモートでのオンライン開催による事業も

可とする。 

（４）千葉市内で行われること。 

（５）日没から日の出までに行われること。 

 

 

 

（６）平成３１年度以降に実施される新規の事業で

あること。または、既存事業の拡充にあっては、夜

第１条～第２条 （略） 

 

（支援対象事業） 

第３条 支援の対象となる事業（以下「支援事業」

という。）は、千葉市におけるナイトタイムエコノ

ミー推進に資する事業で、次の各号に掲げる要件を

すべて満たすものとする。 

（１）千葉市から補助金、負担金等の財政的支援を

受けていないこと。 

（２）千葉市が共催していないこと。 

（３）市内外からの誘客が見込める事業であるこ

と。ただし、千葉市におけるナイトタイムエコノミ

ー推進につながる事業と認められる場合は、千葉市

の会場からのＶＲ・動画配信等リモートでのオンラ

イン開催による事業も可とする。 

（４）千葉市内で行われること。 

（５）日没から日の出までに行われること。ただ

し、千葉市における将来のナイトタイムエコノミー

推進につながる事業と認められる場合は、この限り

ではない。 

（６）平成３１年度以降に実施される新規の事業で

あること。または、既存事業の拡充にあっては、夜



間の更なる集客が見込まれること。 

（７）次年度以降は参加者から徴収する料金あるい 

は協賛等にて事業を継続して行うことができると見 

込まれること。 

（８）夜間照明、プロジェクションマッピング、ステ

ージ、屋台・オープンバーの設置等によって、通常の

景観と異なる空間を演出すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 第１項各号に加え、市長は、必要と認めるとき

は、第６条に定める支援事業の募集の際に別に要件 

を付加することができるものとする。 

 

第４条～第１９条 （略） 

 

附 則 

 この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

 

 

 

間の更なる集客が見込まれること。 

（７）次年度以降は参加者から徴収する料金あるい

は協賛等にて事業を継続して行うことができると見

込まれること。 

（８）夜ならではの演出を行うこと。なお、夜間照

明、プロジェクションマッピング、ステージ、屋

台・オープンバーの設置等によって、通常の景観と

異なる空間を演出することが望ましい。 

 

 

（９）事業実施にあたって、国の指針及び関連業界

の新型コロナウイルス感染症拡大防止ガイドライン

を遵守すること。 

 

 

２ 第１項各号に加え、市長は、必要と認めるとき

は、第６条に定める支援事業の募集の際に別に要件

を付加することができるものとする。 

 

第４条～第１９条 （略） 

 

附 則 

 この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

 この要綱は、令和２年 月 日から施行する。 

 

 

間の更なる集客が見込まれること。 

（７）次年度以降は参加者から徴収する料金あるい

は協賛等にて事業を継続して行うことができると見

込まれること。 

（８）夜ならではの演出を行うこと。なお、夜間照

明、プロジェクションマッピング、ステージ、屋

台・オープンバーの設置等によって、通常の景観と

異なる空間を演出することが望ましい。ただし、オ

ンライン開催が認められた事業はこの限りではな

い。 

（９）新型コロナウイルス感染症拡大防止対策をす

ること。事業実施にあたって、国の指針及び関連業

界の新型コロナウイルス感染症拡大防止ガイドライ

ンを遵守すること。 

 

２ 第１項各号に加え、市長は、必要と認めるとき

は、第６条に定める支援事業の募集の際に別に要件

を付加することができるものとする。 

 

第４条～第１９条 （略） 

 

附 則 

 この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

 この要綱は、令和２年 月 日から施行する。 

 

 



別表 

補 助

対象 

経費 

ソ

フ

ト

事

業 

音楽・

文芸・

美術費 

演奏料、指揮料、ソリス

ト料、合唱料、ピアニス

ト料、楽器・楽譜借料、

舞台監督料、出演料、監

修料、演出料、作曲・編

曲料、作詞料、脚本料、

著作権使用料、調律料、

振付料、舞台美術・衣装

等デザイン料、上映費、

翻訳料、美術作品賃料等 

舞台費 

道具等運搬費、作品

運搬費、衣装費、か

つら・メイク費、大

道具・小道具費、舞

台スタッフ費等  

印刷費 

ポスター・チラシ印刷

費、プログラム印刷費、

図録印刷費、チケット印

刷費、入場整理券印刷

費、台本印刷費 

謝金・

人件費 

会場整理・警備賃金、原

稿執筆謝金、審査員謝

金、その他日当 

宣伝費 
広告宣伝費、入場券

等販売手数料  

別表 

補 助

対象 

経費 

ソ

フ

ト

事

業 

音楽・

文芸・

美術費 

演奏料、指揮料、ソリス

ト料、合唱料、ピアニス

ト料、楽器・楽譜借料、

舞台監督料、出演料、監

修料、演出料、作曲・編

曲料、作詞料、脚本料、

著作権使用料、調律料、

振付料、舞台美術・衣装

等デザイン料、上映費、

翻訳料、美術作品賃料等 

舞台費 

道具等運搬費、作品

運搬費、衣装費、か

つら・メイク費、大

道具・小道具費、舞

台スタッフ費等  

印刷費 

ポスター・チラシ印刷

費、プログラム印刷費、

図録印刷費、チケット印

刷費、入場整理券印刷

費、台本印刷費 

謝金・

人件費 

会場整理・警備賃金、原

稿執筆謝金、審査員謝

金、その他日当 

宣伝費 
広告宣伝費、入場券

等販売手数料  

別表 

補 助

対象 

経費 

ソ

フ

ト

事

業 

音楽・

文芸・

美術費 

演奏料、指揮料、ソリス

ト料、合唱料、ピアニス

ト料、楽器・楽譜借料、

舞台監督料、出演料、監

修料、演出料、作曲・編

曲料、作詞料、脚本料、

著作権使用料、調律料、

振付料、舞台美術・衣装

等デザイン料、上映費、

翻訳料、美術作品賃料等 

舞台費 

道具等運搬費、作品

運搬費、衣装費、か

つら・メイク費、大

道具・小道具費、舞

台スタッフ費等  

印刷費 

ポスター・チラシ印刷

費、プログラム印刷費、

図録印刷費、チケット印

刷費、入場整理券印刷

費、台本印刷費 

謝金・

人件費 

会場整理・警備賃金、原

稿執筆謝金、審査員謝



記録費 録画費、録音費、写真費 

通信費 案内状送付料 

旅費 

出演者、講師の交通費及

び宿泊料 

（必要最低限度のものに

限る） 

新設 新設 

その他 
その他市長が適当である

と判断した経費 

ハ

ー

ド

事

業 

工事請

負費 

設計費、工事費、工事請負

費 

（維持、メンテナンス費用

は含まない） 

会 場

費・ 

演出機

材費 

会場使用料（付帯設備

含む）、会場設営費・

撤去費、音響・照明費、

映写機材費、看板制作

費等（レンタル含む） 

記録費 録画費、録音費、写真費 

通信費 案内状送付料 

旅費 

出演者、講師の交通費及

び宿泊料 

（必要最低限度のものに

限る） 

交通手

段の確

保に関

わる経

費 

イベント中の連絡バスの

運行等（ただし、特定の

場所の往復や決められた

コースの周遊に限る）、

運送車両リース、運行委

託料等 

その他 
その他市長が適当である

と判断した経費 

ハ

ー

ド

事

業 

工事請

負費 

設計費、工事費、工事請負

費 

（維持、メンテナンス費用

は含まない） 

会 場

費・ 

演出機

材費 

会場使用料（付帯設備

含む）、会場設営費・

撤去費、音響・照明費、

映写機材費、看板制作

費等（レンタル含む） 

新型コ

ロナウ

イルス

消毒液、マスク、フェース

シールド、ビニールカーテ

ン等購入費 

金、その他日当 

宣伝費 
広告宣伝費、入場券

等販売手数料  

記録費 録画費、録音費、写真費 

通信費 案内状送付料 

旅費 

出演者、講師の交通費及

び宿泊料 

（必要最低限度のものに

限る） 

交通手

段の確

保に関

わる経

費 

イベント中の連絡バスの

運行等（ただし、特定の

場所の往復や決められた

コースの周遊に限る）、

運送車両リース、運行委

託料等 

その他 
その他市長が適当である

と判断した経費 

ハ

ー

ド

事

業 

工事請

負費 

設計費、工事費、工事請負

費 

（維持、メンテナンス費用

は含まない） 

会 場

費・ 

会場使用料（付帯設備

含む）、会場設営費・



新設 新設 

その他 その他市長が適当である

と判断した経費 

補 助

対 象

外 経

費 

・自らが管理する会場施設の会場使用料 

・弁当類・飲料、レセプション・パーティ

費、その他飲食経費 

・振込手数料 

・交際費・接待費 

・予備費、雑費等使途が曖昧な経費 

・事業関係団体（主催者・共催者）の構成

員や会員に支払う経費 

・事務運営管理に関する経費（事務所人件

費を含む） 

・その他市長が適当でないと判断した経

費 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染症

拡大防

止対策

費 

その他 その他市長が適当である

と判断した経費 

補 助

対 象

外 経

費 

・自らが管理する会場施設の会場使用料 

・弁当類・飲料、レセプション・パーティ

費、その他飲食経費 

・振込手数料 

・交際費・接待費 

・予備費、雑費等使途が曖昧な経費 

・事業関係団体（主催者・共催者）の構成

員や会員に支払う経常的経費（事務所経

費、事務職員給与、事務用品購入費等） 

・事務運営管理に関する経費（事務所人件

費を含む） 

・間接経費（消費税、地方消費税等） 

・その他市長が適当でないと判断した経

費 

 

 

 

 

 

 

演出機

材費 

撤去費、音響・照明費、

映写機材費、看板制作

費等（レンタル含む） 

新型コ

ロナウ

イルス

感染症

拡大防

止対策

費 

消毒液、マスク、フェース

シールド、ビニールカーテ

ン等購入費 

その他 その他市長が適当である

と判断した経費 

補 助

対 象

外 経

費 

・自らが管理する会場施設の会場使用料 

・弁当類・飲料、レセプション・パーティ

費、その他飲食経費 

・振込手数料 

・交際費・接待費 

・予備費、雑費等使途が曖昧な経費 

・事業関係団体（主催者・共催者）の構成

員や会員に支払う経常的経費（事務所経

費、事務職員給与、事務用品購入費等） 

・事務運営管理に関する経費（事務所人件

費を含む） 

・間接経費（消費税、地方消費税等） 

・その他市長が適当でないと判断した経



 

 

補助率～補助上限額 （略） 

 

 

 

補助率～補助上限額 （略） 

 

費 

 

補助率～補助上限額 （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 



②大規模事業募集に係る千葉市ナイトタイムエコノミー 

推進支援制度要綱改正（案）新旧対照表 

 

現行 諮問（案） 答申 

第１条～別表補助対象外経費 （略） 

 

別表 

補 助

率 

補助対象経費の２分の１以内（当該補助

金の額に１，０００円未満の端数がある

ときは、これを切り捨てる。） 

補 助

上 限

額 

１０，０００千円 

ただし、補助対象経費の種別ごとに上限

を設ける。 

ソフト事業：５，０００千円 

ハード事業：５，０００千円 
 

第１条～別表補助対象外経費 （略） 

 

別表 

補 助

率 

補助対象経費の３分の２以内（当該補助

金の額に１，０００円未満の端数がある

ときは、これを切り捨てる。） 

補 助

上 限

額 

５０，０００千円 

ただし、補助対象経費の内ソフト事業の

割合が８割を超えないようにすること。 

 

第１条～別表補助対象外経費 （略） 

 

別表 

補 助

率 

補助対象経費の３分の２以内（当該補助

金の額に１，０００円未満の端数がある

ときは、これを切り捨てる。） 

補 助

上 限

額 

５０，０００千円 

ただし、補助対象経費の内ソフト事業の

割合が８割を超えないようにすること。 

 

 


